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冬のアラスカ山脈冬季単独登頂に挑み続ける
栗秋正

ま さ

寿
と し

さんを迎え栗秋正寿さんを迎え
植村直己冒険賞授賞式・記念講演会

「アラスカ  垂直と水平の旅」

▲険しいルートが連続するハンターの頂上を目指す栗秋
さん（2010年）

▲中貝市長から盾と記念メダルを受け取り記念撮影に応
じる栗秋さん

　６月４日、日高文化体育館に2010「植村直己冒険賞」受賞者の栗秋正寿さん（38歳・福岡市在住）を
迎え、15回目となる授賞式を開催しました。
　栗秋さんは、アラスカの自然に魅せられ、1998年、世界で４人目、史上最年少でマッキンリー冬
季単独登頂に成功し、2007年、世界初のフォレイカー冬季単独登頂に成功しました。中央アラスカ
山脈を代表する三つの山のうち、残すハンターにはこれまで５度挑戦し、悪天候により登頂を阻ま
れてきましたが、これからも冬季単独登頂に挑み続けます。
　当日、選考委員の河合雅雄さんの選考評に引き続き、中貝市長から盾とメダルを受けた栗秋さん
は「大変光栄な賞を頂き感激です。植村直己さんの人と自然に対する謙虚さをもっと学んでいき、今
後も無事に戻ってくることに重点を置いて挑戦を続けていきます」と受賞を喜びました。
　式の後、「アラスカ　垂直と水平の旅」と題した記念講演が行われ、約800人の観衆を前に、映像
を使って冬のアラスカの山々に挑み続けた冒険の足跡やアラスカの人々との交流など、エピソードを
交えながら話しました。また、自身が雪

せつ

洞
どう

で作曲した曲をハーモニカで演奏して、観衆を魅了しました。
　終了後には、植村直己さんの出身地区の国府地区公民館に会場を移動し、「受賞者を囲む会」が開催
されました。地元有志や植村さんの同級生など約100人が、心のこもった手料理で栗秋さんをもてな
し、授賞式では聞くことができなかった話や植村直己さんの思い出話などで大いに盛り上がりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《問合せ》植村直己冒険館☎44-1515

▲選考委員の河合雅雄さんが「栗秋さんは、周到な準備
をし、冷静な判断で退却する勇気を持ち、再度挑戦す
る精神は冒険家として立派」と選考評を述べた

▲オープニングでは、府中小学校3年生の児童が植村直
己さんをテーマに「自分たちの未来・希望を信じる！」
と題し、歌などを披露した
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講
演
要
旨

「
ア
ラ
ス
カ　

垂
直
と
水
平
の
旅
」

■
き
っ
か
け
は
一
本
の
映
画
か
ら

■
ア
ラ
ス
カ
と
の
出
会
い

■
垂
直
の
旅

■
水
平
の
旅

■
手
ご
わ
い
山「
ハ
ン
タ
ー
」

■
か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切
に

▲リヤカーを引きアラスカの大地を北上
（1998年）

▲雪洞内で登頂のチャンスをひたすら待つ
（2010年）

▲記念講演会で冒険の足跡を振り
返る栗秋さん
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中央イベント・ウォーキング（総合体育館前）中央イベント・ラジオ体操（総合体育館前） ウォーキング（市役所前）

ラージボール卓球（総合体育館） グラウンドゴルフ（植村直己記念スポーツ公園） キンボール（県立但馬ドーム）

チャレンジデー2011
豊岡市大勝利！！
　住民参加型のスポーツイベント「チャレンジデー2011」が5月25日、
103の自治体・地域の参加のもと、全国一斉に行われました。
　市では、昨年の雪辱を晴らすべく再挑戦し、49,278人（55.5%）の方
に参加いただき、今年、初参加の愛知県碧

へき

南
なん

市に見事、勝利しました。
《問合せ》スポーツ振興課☎21-9023

　日高町野区では、健康推進地区活動と野の花サロン活
動として、野区公民館でラジオ体操や健康づくりのため
の話、予防体操などが行われました。手軽で楽しい体操に、
参加者の笑い声がはじけていました。

豊岡市
VS
碧南市

　住民参加型のスポーツイベント「チャレンジデー2011」が5月25日、
103の自治体・地域の参加のもと、全国一斉に行われました。
　市では、昨年の雪辱を晴らすべく再挑戦し、49,278人（55.5%）の方
に参加いただき、今年、初参加の愛知県碧

へき

南
なん

市に見事、勝利しました。
《問合せ》スポーツ振興課☎21-9023
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碧南市に掲げられた豊岡市旗

〈チャレンジデー2011取り組み結果〉

校区対抗チャレンジデーは
   スポーツクラブ21たかはしが優勝！！

少女バレーボール（奈佐地区） ホールインワン大会（新田地区） 少女バレーボール（寺坂地区）

スポーツダンス（日高地区） 簡単マッサージ（神美地区） サッカー（中筋地区）

バウンドテニス（日高地区） 綱引き（日高地区） フットサル（中筋地区）
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「
避
難
準

備
情
報
」

「
避

難
勧
告
」

「
避
難
指
示
」

「
避
難
指
示
」が

発
令
さ
れ
た
場
合
は
、
事
態
が
最

も
切
迫
し
た
状
況
で
す

「
避
難
勧
告
」

■
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

■
防
災
行
政
無
線
放
送

■
と
よ
お
か
防
災
ネ
ッ
ト

■
川
の
防
災
情
報

■
円
山
川
防
災
情
報

　風水害への備えは大丈夫ですか？
　　　　　　　　　少しでも危険を感じたら早めに避難を開始しましょう！
　6月に入り、今年も河川の出水期を迎えました。特に、円山川下流部に位置する豊
岡盆地周辺は、円山川上流部が急な勾配であるのに対し、緩やかな勾配のため、非
常にはん濫が起きやすい地形です。また、最近は、“ゲリラ豪雨”と呼ばれる、短時間
で猛烈な雨が局地的に降る回数が増えています（昨年8月10日：出石観測所で1時間
雨量75mmを観測）。
　被害を最小限に抑えるため、豊岡市地域防災計画の合言葉『みんなの力で命と暮
らしを守る』をモットーに、今年も出水期に備えましょう。

《問合せ》防災課防災係☎ 23-1111 

市
の
避
難
情
報
を

正
し
く
理
解
し
ま
し
ょ
う

出
水
期
に「
備
え
」る
た
め
の

大
切
な
ポ
イ
ン
ト

防
災
情
報
を
確
認
す
る

河
川
の
排
水
ポ
ン
プ
を
停
止

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

【
出
水
期
と
は
…
？
】

　

6
月
か
ら
10
月
に
か
け
、集
中
豪
雨
（
梅
雨
）

や
台
風
に
よ
り
、
河
川
が
急
に
増
水
し
、
洪

水
を
起
こ
し
や
す
い
時
期
の
こ
と
。
こ
の
出

水
期
以
外
に
、
2
月
〜
3
月
の
雪
融
け
時
期

に
は
、
河
川
が
急
に
増
水
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

今
年
も
河
川
の
「
出
水
期
」
に
備
え
ま
し
ょ
う
！
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■
そ
の
他

【
主
な
非
常
持
ち
出
し
品
】

■
災
害
の
発
生
ま
た
は
そ
の
恐
れ

が
あ
る
と
き

〇
水
平
避
難

〇
垂
直
避
難

■
土
砂
災
害
発
生
の
前
兆

「
自
分
の
命

は
自
分
で

守
る
」

▲災害時避難所標示板

非
常
持
ち
出
し
品
の
確
認

避
難
所
の
確
認

避
難
が
遅
れ
た
場
合
は

建
物
の
2
階
以
上
へ
！

災
害
時
要
援
護
者
の
避
難

　

に
協
力
し
ま
し
ょ
う
！

土
砂
災
害
か
ら

身
を
守
り
ま
し
ょ
う

N
T
T
ド
コ
モ
緊
急
情
報

「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」



東
日
本
大
震
災　

豊
岡
市
の
被
災
地
支
援

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
犠
牲
と
な
ら
れ
た
多
く
の
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に

被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
々
に
対
し
て
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

3
月
11
日
午
後
2
時
46
分
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
東

北
地
方
を
中
心
に
多
く
の
家
屋
が

倒
壊
ま
た
は
流
失
す
る
と
と
も
に
、

多
数
の
死
者
や
行
方
不
明
者
が
出

る
な
ど
、
未
曾
有
の
壊
滅
的
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
迅
速
な
被
災
地
支

援
を
行
う
た
め
、
被
災
地
支
援

検
討
会
議
を
3
月
14
日
か
ら
現
在

（
6
月
10
日
）ま
で
に
10
回
開
催
し
、

対
応
を
協
議
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
延
べ
1
0
3
2

人
、
実
人
員
1
4
5
人
の
職
員
を

派
遣（
6
月
10
日
現
在
）し
な
が
ら

人
的
・
物
的
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
被
災
地
へ
の
義
援
金
や
救

援
物
資
は
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
や
各
種
団
体
・
企
業
に
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
本
市
へ
避
難
し
て
い

る
被
災
者
の
受
入
支
援
も
、
積
極

的
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
に

向
け
、
今
後
も
引
き
続
き
可
能
な

人
的
・
物
的
支
援
を
行
い
ま
す
。

■今日までの人的支援状況（６月10日現在）
支援内容 派遣 期間 人×日 延べ人数 派遣先

廃棄物処理
支援

第１陣 ３月17～24日 ８×８ 64人 美里町→大崎市
第２陣 ３月22～29日 ８×８ 64人 大崎市

給水支援

第１陣 ３月14～20日 ３×７ 21人 美里町→盛岡市→
宮古市

３月21～23日（２）×３ ６人 大崎市
第２陣 ３月21～29日 ２×９ 18人 大崎市

第３～６陣 ４月11～５月
16日 ３×32 96人 陸前高田市

物資輸送

第１陣 ３月16～18日 ２×３ ６人 美里町
第２陣 ３月19～21日 ２×３ ６人 大崎市・美里町
第３陣 ３月24～26日 ３×３ ９人 相馬市
第４陣 ３月27～29日 ６×３ 18人 相馬市→大崎市

保健衛生
支援

第１陣 ３月18～24日 ６×７ 42人 大崎市

第２陣 ３月22～26日 ２×５ 10人 大崎市
３月22～27日 ４×６ 24人 大崎市

緊急消防
援助隊

第１陣 ３月11～16日 ８×６ 48人 山元町→南三陸町
第２～３陣 ３月14～24日 ８×14 112人 南三陸町

第４陣 ３月22～28日 ８×７ 56人 山元町

第５陣 ３月26～４月
１日 ５×７ 35人 山元町

第６～11陣 ３月30
～４月24日 ３×41 123人 山元町

市独自支援 第１～２陣 ４月８～17日 ４×13 52人 登米市・南三陸町
関西広域連合
支援（兵庫県
派遣隊）

第１陣（県４
次）～第９陣

（県13次）

４月８
～６月18日 ２×89 178人 南三陸町

住宅被害調査
支援（兵庫県） 第１陣 ５月８～16日 ２×９ 18人 多賀城市

保健衛生支援
（兵庫県） 第１陣 ５月13～21日 ２×９ 18人 石巻市

社協ボランテ
ィア支援（資
機材運搬）

第１陣 ５月20～23日 ２×４ ８人 気仙沼市

延べ派遣人員 1,032人
※給水支援隊第１陣の２人は重複のため、実人員算定に含んでいません。
※関西広域連合支援の兵庫県派遣第 12次には、派遣していません。

宮城県山元町での緊急消防援助隊の
捜索活動

宮城県大崎市でのがれき除去（廃棄物
処理）活動

宮城県大崎市での応急給水活動
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そ
の
他
の
支
援
状
況

◆
提
供
先
自
治
体

　

3
〜
4
月
の
間
、
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ん
や
各
種
団
体
・
企
業
に

協
力
い
た
だ
き
、
集
ま
っ
た
救

援
物
資
な
ど
を
、
宮
城
県
大
崎
市

･
美
里
町
･
登
米
市
･
南
三
陸
町
、

茨
城
県
笠
間
市
、
福
島
県
相
馬
市
、

新
潟
県
三
条
市
の
7
自
治
体
へ
提

供
し
ま
し
た
。

◆
市
か
ら
の
提
供

　

宮
城
県
大
崎
市
･
美
里
町
、
茨

城
県
笠
間
市
、
福
島
県
相
馬
市
へ

食
料
、
生
活
必
需
品
、
燃
料
な
ど

の
支
援
物
資
を
提
供
し
ま
し
た
。

◆
市
民
の
皆
さ
ん
や
各
種
団
体
・

企
業
か
ら
の
提
供

　

防
災
行
政
無
線
で
市
民
の
皆
さ

ん
に
物
資
の
提
供
を
呼
び
掛
け
て

集
ま
っ
た
支
援
物
資（
缶
詰
、
紙

お
む
つ
、
粉
ミ
ル
ク
、
乾
電
池
な

ど
）を
、
宮
城
県
大
崎
市
や
福
島

県
相
馬
市
へ
提
供
し
ま
し
た
。
ま

た
、
豊
岡
鞄
協
会
を
は
じ
め
と
し

た
各
種
団
体
や
企
業
か
ら
も
多
く

の
物
資
を
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
見
舞
金
の
対
応

・
市
…
宮
城
県
大
崎
市
、
茨
城
県

　

笠
間
市
、
福
島
県
相
馬
市

・「
河
谷
営
農
組
合
」「
コ
ウ
ノ
ト

　

リ
の
郷
営
農
組
合
」…
宮
城
県

　

大
崎
市

◆
被
災
地
へ
の
義
援
金
募
集
対
応

　

3
月
14
日
か
ら
4
月
8
日
ま
で

の
間
、
市
内
公
共
施
設
に
募
金
箱

を
設
置（
本
庁
お
よ
び
各
総
合
支

所
は
5
月
末
ま
で
設
置
）し
、
ま

た
、
市
区
長
連
合
会
に
も
協
力

い
た
だ
き
な
が
ら
義
援
金
の
募

集
を
行
い
ま
し
た
。
市
民
の
皆

さ
ん
や
各
種
団
体
・
企
業
の
協

力
に
よ
り
、
6
月
10
日
現
在
で
、

4
2
2
0
万
5
1
7
8
円
の
義
援

金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

【
市
民
の
皆
さ
ん
・
各
種
団
体
・
企

業
か
ら
の
義
援
金
の
内
訳
・
使
途
】

◆
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
等

○
市
内
小
学
校
児
童
か
ら

・
豊
岡
小
、
弘
道
小
…
宮
城
県
美

　

里
町

・
中
筋
小
、
八
代
小
、
竹
野
小
…

　

宮
城
県
大
崎
市

・
港
東
小
、
合
橋
小
…
福
島
県
相

　

馬
市

○
中
貝
市
長
か
ら

・
新
潟
県
三
条
市〔
避
難
し
て
い

る
小
・
中
・
高
校
生
へ（
入
学
・

卒
業
･
進
級
）〕

◆
被
災
地
応
援

現
地
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催

　

4
月
12
日
、「
蛍
の
国
こ
う
の
と

り
音
楽
祭
実
行
委
員
会
」メ
ン
バ

ー
7
人
に
よ
る
避
難
所（
宮
城
県

気
仙
沼
市
な
ど
）で
の
コ
ン
サ
ー

ト
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

◆
当
面
の
支
援
先

・
宮
城
県
南
三
陸
町
へ
の
支
援

〔
関
西
広
域
連
合（
兵
庫
県
）の

要
請
に
よ
る
活
動
〕

◆
当
面
の
支
援
内
容

○
宮
城
県
南
三
陸
町

　

行
政
事
務
全
般
業
務
の
支
援
で
、

現
在
は
主
に
仮
設
住
宅
入
居
準
備

事
務
、
生
活
再
建
支
援
金
受
付
や

義
援
金
支
給
業
務
な
ど
に
従
事
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
継
続
し
て
職

員
派
遣
を
行
う
予
定
で
、
現
在
は

1
隊
に
2
人
ず
つ
の
職
員
派
遣
を

行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
支
援
状
況

東
日
本
大
震
災
な
ど
で
被
災
し

本
市
に
避
難
す
る
方
を
支
援
し
ま
す

  

震
災
や
福
島
原
発
の
影
響
に
よ

り
、
本
市
へ
避
難
し
て
き
た
方
は
、

6
月
10
日
現
在
で
5
世
帯
14
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

受
け
入
れ
に
よ
る
主
な
支
援
内

容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
住
ま
い
関
係

・
市
営
住
宅
の
提
供
…
6
カ
月

（
最
長
2
年
間
）無
償
提
供

・
民
間
住
宅
の
提
供（
一
部
無
償

物
件
あ
り
）

◆
く
ら
し
関
係

・
避
難
者
支
援
金
の
給
付
…
1
世

帯
10
万
円（
単
身
世
帯
5
万
円
）

・
城
崎
温
泉
外
湯
優
待
入
浴
券
の

交
付

・
中
古
家
電
な
ど
の
提
供

・
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
の
運
賃

助
成
…
豊
岡
市
民
と
同
様

◆
子
育
て
関
係

・
保
健
師
の
訪
問
に
よ
る
子
ど
も

の
心
の
ケ
ア

・
保
育
所
の
利
用

・
保
育
所
・
幼
稚
園
保
育
料
の
減

免
…
全
額
免
除（
6
カ
月
限
度
。

以
後
は
通
常
の
減
免
規
定
適
用
）

・
小・中
学
校
就
学
援
助
…
学
用
品

費（
定
額
）、給
食
費（
全
額
）な
ど

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
料
減

免
…
全
額
免
除（
6
カ
月
限
度
。

以
後
は
通
常
の
減
免
規
定
適
用
）

・
子
育
て
セ
ン
タ
ー
の
利
用

◆
医
療
関
係

・
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
…
全

額
免
除（
6
カ
月
限
度
。
以
後

は
通
常
の
減
免
規
定
適
用
）

◆
仕
事
関
係

・
就
職
相
談
、

　

事
業
所
紹
介

【
参
考
】

◆
国
の
制
度　

・
障
害
者
サ
ー
ビ
ス

◆
社
会
福
祉
協
議
会
の
制
度

・
生
活
福
祉
資
金（
緊
急
小
口
資

金
）の
貸
付

◆
民
間
の
支
援

・
被
災
者
受
け
入
れ
…
社
会
福
祉

法
人
あ
ま
の
ほ「
ケ
ア
ハ
ウ
ス
楽
々

む
ら
」…
60
歳
以
上
の
ほ
ぼ
自

立
さ
れ
て
い
る
方（
年
内
無
料
）

・
就
職
受
け
入
れ
…
社
会
福
祉
法

人
さ
い
か「
楓
の
杜
」

　

そ
れ
ぞ
れ
の
支
援
に
は
条
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い（
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
）。

《
問
合
せ
》教
育
総
務
課

　

☎
23
－
1
1
1
7

今
日
ま
で
の
物
的
支
援
状
況

項　　目 金額
義
援
金
内
訳

市区長連合会の協力による
もの 9,643,467円

募金箱によるもの 5,794,879円
直接持参によるもの 26,766,832円

計 42,205,178円

使
途

日本赤十字社へ送金 21,723,321円
市民ボランティア活動資材
購入 100,000円

南三陸町の子どもたちへ送金 177,412円
留保分 20,204,445円

※留保分は、今後の状況に応じ柔軟に対応し
ていきます。
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市
政
の
動
き

　

  

６
月
定
例
報
告

市
長
総
括
説
明
から

  

6
月
3
日
、平
成
22
年
第
2
回
市

議
会
定
例
会
を
開
会
し
ま
し
た
。

　

台
風
2
号
の
大
雨
に
よ
る
市
内

の
被
害
状
況
、
東
日
本
大
震
災
の

支
援
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
た
後
、

当
面
す
る
市
政
の
諸
課
題
な
ら
び

に
提
出
議
案
の
主
な
も
の
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
安
全
に
安
心
し
て

　
　
　
　
　
　
　

暮
ら
せ
る
ま
ち

○
円
山
川
緊
急
治
水
対
策
事
業

　

国
に
よ
り
、豊
岡
排
水
機
場
整

備
工
事
、K
T
R
円
山
川
橋き

ょ
う

梁り
ょ
う

架

替
工
事
、鳥
居
橋
の
架
替
工
事
等

は
3
月
末
に
完
成
し
ま
し
た
。中

郷
築
堤
は
今
年
9
月
、八
代
排
水

機
場
は
本
年
度
末
完
成
予
定
で
す
。

円
山
川
下
流
部
で
は
、
本
年
度
、

パ
ラ
ペ
ッ
ト
設
置
工
事
の
他
、
桃

島
樋
門
ゲ
ー
ト
ポ
ン
プ
設
置
工
事
、

戸
島
地
区
堤
防
嵩か

さ

上
げ
に
係
る
用

地
買
収
に
着
手
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
稲
葉
川
土
地
区
画
整
理

事
業
に
関
連
し
て
、
国
で
は
円
山

川
左
岸
や
稲
葉
川
左
岸
の
築
堤
工

事
を
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
は

旧
国
道
3
1
2
号
の
尾
川
橋
架
替

工
事
に
着
手
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

緊
急
治
水
対
策
事
業
完
成
後
の

内
水
へ
の
影
響
を
市
独
自
で
解
析

し
ま
し
た
が
、
浸
水
は
大
幅
に
改

善
さ
れ
ま
す
。

○
災
害
対
策

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
本
市
の

六
つ
の
課
題
も
分
か
り
ま
し
た
。

①
最
大
想
定
津
波
の
再
検
討
②
避

難
場
所
の
確
認
お
よ
び
津
波
避
難

訓
練
③
住
宅
の
耐
震
化
④
戸
籍
等

重
要
な
デ
ー
タ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

⑤
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
強
化

⑥
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
で
、
今
後
、

課
題
解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
総
合
健
康
ゾ
ー
ン
の
運
営
状
況  

　

ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡
は
、
オ

ー
プ
ン
し
て
1
年
で
す
。
初
年
度

は
、
来
場
者
、
月
会
員
登
録
者
共

に
お
お
む
ね
堅
調
で
、
経
営
面
も

黒
字
で
す
。

　

4
月
に
は
、
運
動
療
法
に
特
化

し
た
総
合
健
康
ゾ
ー
ン
診
療
所
を

開
業
し
、
生
活
習
慣
病
等
の
重
症

化
を
予
防
す
る
た
め
、
個
人
に
合

っ
た
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
周
産
期
医
療
体
制
の
検
討

　

4
月
に「
但
馬
こ
う
の
と
り
周

産
期
医
療
セ
ン
タ
ー
検
討
会
議
」

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
検
討
会
議

は
、
但
馬
の
市
町
長
、
医
師
会
長
、

分
娩
可
能
な
医
療
機
関
の
病
院
長
、

大
学
教
授
、
県
関
係
者
な
ど
で
構

成
さ
れ
、
年
内
に
検
討
会
議
の
取

り
ま
と
め
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
過
疎
地
域
の
周
産
期

医
療
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
に
関

与
す
る
と
と
も
に
、
財
政
的
な
支

援
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
・
ド
ク
タ
ー
カ
ー

の
出
動
状
況

　

昨
年
4
月
に
就
航
し
た
ド
ク
タ

ー
ヘ
リ
の
出
動
件
数
は
、
今
年
3

月
末
ま
で
に
8
4
7
件
、
1
日
平

均
2
・
4
件
の
出
動
で
、
国
内
最

多
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
12
月
に
運
行
開
始

し
た
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
出
動
件
数

は
3
月
末
ま
で
で
90
件
で
す
。

　

担
当
医
師
は「
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

で
北
近
畿
の
重
症
患
者
の
救
命
率

は
2
倍
か
ら
3
倍
上
が
っ
た
と
思

う
」と
話
さ
れ
、
救
命
率
向
上
と

後
遺
症
軽
減
に
大
い
に
寄
与
し
て

い
る
も
の
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

○
豊
岡
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　

の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
改
正
に
よ
り
基
礎
課

税
分
の
限
度
額
を
51
万
円
に
、
後

期
高
齢
者
支
援
金
分
の
限
度
額

を
14
万
円
に
、
介
護
分
限
度
額
を

12
万
円
に
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、

各
税
率
を
改
定
し
ま
す
。

　

賦
課
総
額
の
決
定
に
あ
た
り
、医

療
費
の
増
加
と
現
在
の
経
済
情
勢

を
考
慮
し
、
国
民
健
康
保
険
財
政

調
整
基
金
か
ら
1
億
5
千
万
円
を

充
当
し
ま
す
。
被
保
険
者
1
人
当

た
り
の
国
保
税
額
は
、
基
礎
課
税

分
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
、
介

護
分
を
合
わ
せ
て
9
万
5
7
6
0

円
で
、
昨
年
度
と
比
較
し
て
3
・

03
パ
ー
セ
ン
ト
の
伸
び
で
す
。

○
こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
拡
充

　

小
学
校
4
年
生
か
ら
中
学
校
3

年
生
ま
で
の
児
童
・
生
徒
に
、
入

院
の
医
療
費
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

　

県
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
10
月

か
ら
小
学
校
4
年
生
か
ら
6
年
生

ま
で
の
通
院
の
医
療
費
も
助
成
し

ま
す
。

■
人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち　

○
北
但
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業

　

北
但
行
政
事
務
組
合
で
用
地
買

収
が
進
め
ら
れ
、
現
在
土
地
所
有

者
の
理
解
が
得
ら
れ
て
い
な
い
用

地
は
、
1
筆
約
2
6
5
平
方
メ
ー

ト
ル
で
す
。

　

組
合
、
土
地
所
有
者
、
地
元
有

志
で
、
立
木
ト
ラ
ス
ト
実
施
団
体

に
対
し
契
約
撤
回
要
請
活
動
を
続

け
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
拒
否
、

黙
殺
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

北
但
ご
み
処
理
施
設
は
、
既
存

施
設
の
損
耗
の
状
況
、
構
成
市
町

の
財
政
へ
の
影
響
な
ど
を
考
え
る

と
、
平
成
27
年
度
に
完
成
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
用
地
取

得
は
平
成
24
年
度
上
半
期
に
は
完

了
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
土
地
収

用
制
度
の
活
用
も
視
野
に
入
れ
、

関
連
予
算
が
組
合
議
会
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
直
ち
に
土
地
収
用
制

度
を
活
用
す
る
の
で
は
な
く
、
任

意
交
渉
を
続
け
、
事
態
進
捗
が
見

込
ま
れ
な
い
場
合
に
備
え
る
も
の

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
持
続
可
能
な「
力
」を

　
　
　
　
　
　
　
　

高
め
る
ま
ち

○
豊
岡
市
中
心
市
街
地

　
　
　
　
　
　
　
　

活
性
化
対
策

　
「
豊
岡
市
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
策
定
委
員
会
」で
は
、

市
民
な
ど
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果

や
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
を

踏
ま
え
、
計
画
の
柱
と
な
る
テ
ー

マ
を「
住
ま
う
・
集
う
・
商
う
」の

三
つ
に
設
定
し
、
ま
と
め
の
作
業

に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

豊
岡
商
工
会
議
所
で
は
、
か
ば

ん
関
係
者
な
ど
で
構
成
す
る「
豊

岡
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
」

が
、「
か
ば
ん
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

宵
田
商
店
街
の
空
き
店
舗
と
い
ち

ご
駐
車
場
を
一
体
活
用
す
る
活
性

化
策
を
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
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環
状
線
の
一
編
成
の
車
内
吊
り
広

告
全
て
を
豊
岡
ブ
ラ
ン
ド
の
広
告

に
す
る
、
新
し
く
な
っ
た
大
阪
駅

に
設
け
ら
れ
た
マ
ル
チ
ビ
ジ
ョ
ン

で
Ｃ
Ｍ
映
像
を
放
映
す
る
な
ど
の

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

○
も
の
づ
く
り
支
援

　

4
月
に「
も
の
づ
く
り
支
援
セ

ン
タ
ー
」を
新
設
し
ま
し
た
。

　

5
月
に
は
兵
庫
県
立
大
学
と
の

間
で
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

連
携
の
一
環
と
し
て
、
同
大
学
の

協
力
に
よ
り
、
セ
ミ
ナ
ー
と
も
の

づ
く
り
技
術
相
談
会
を
開
き
ま
す
。

　

4
月
に
は
、
企
業
の
技
術
力
や

販
路
拡
大
を
進
展
し
、
本
市
経
済

の
発
展
に
貢
献
す
る
た
め
、「
豊
岡

市
工
業
会
」が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

○
魅
力
あ
る
景
観
形
成
の
取
組
み

　

市
で
は
、
良
好
な
景
観
の
保

全
・
創
造
の
た
め
、
景
観
計
画
の

策
定
や
景
観
条
例
の
制
定
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
市
独
自
で
景
観

行
政
を
行
う
た
め
、
6
月
1
日
付

け
で
景
観
行
政
団
体
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
景
観
計
画
や

景
観
条
例
に
よ
る
取
組
み
が
よ
り

実
効
の
あ
る
も
の
に
な
り
ま
す
。

○
バ
ス
交
通
対
策

　

地
域
主
体
で
公
共
交
通
を
担
う

「
チ
ク
タ
ク
奥
山
」は
本
年
度
か
ら

本
格
運
行
が
始
ま
り
、
但
東
町
資

母
地
域
で
は
試
験
運
行
を
開
始
し

ま
し
た
。
出
石
町
小
野
地
区
で
も

取
組
み
が
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
た
に
、
10
月
か
ら
神
鍋
線
を

対
象
に
上
限
2
0
0
円
バ
ス
の
実

証
実
験
を
行
う
た
め
の
詰
め
を
し

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
年
度
よ
り
バ
ス
通

学
の
高
校
生
の
1ひ

と

月つ
き

当
た
り
の
個

人
負
担
の
上
限
を
1
万
5
千
円
と

し
、
超
過
額
を
市
が
補
助
し
ま
す

が
、
す
で
に
多
く
の
申
請
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

■
未
来
を
拓
く
人
を
育
む
ま
ち

○
宇
宙
教
育

　

今
年
1
月
、
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
補
給
機「
こ
う
の
と
り
2
号
機
」

の
打
ち
上
げ
が
成
功
し
ま
し
た
。

名
称
か
ら
、児
童
・
生
徒
の
宇
宙
へ

の
関
心
が
大
変
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
会
に
、
児
童
・
生
徒

が
宇
宙
視
点
で
環
境
を
考
え
ら
れ

る
よ
う
、
ま
た
将
来
の
目
標
を
広

げ
ら
れ
る
よ
う
に
宇
宙
学
習
に
取

り
組
み
ま
す
。
市
立
の
全
小
中
学

校
を
対
象
に
、
5
年
計
画
で
宇
宙

に
関
す
る
学
習
を
計
画
的
、
系
統

的
に
実
施
し
ま
す
。

○（
仮
称
）竹
野
認
定
こ
ど
も
園
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

位
置
決
定

　
「
竹
野
･
中
竹
野
地
域
認
定
こ

ど
も
園
新
園
舎
検
討
委
員
会
」で

適
地
と
さ
れ
た「
竹
野
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
駐
車
場
」を
建
設
場
所

に
決
定
し
ま
し
た
。
今
後
、
施
設

整
備
を
行
い
ま
す
。

■
人
生
を
楽
し
み

　
　
　

お
互
い
を
支
え
合
う
ま
ち

○
全
国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ
タ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
催

　
「
第
20
回
全
国
市
町
村
交
流
レ

ガ
ッ
タ
豊
岡
大
会
」を
9
月
に
円

山
川
城
崎
漕そ

う

艇
場
で
開
催
し
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
茨
城
県
潮い

た

来こ

市
で

開
催
予
定
で
し
た
が
、
東
日
本
大

震
災
の
被
災
の
影
響
で
本
市
に
開

催
要
請
が
あ
り
、
受
諾
し
ま
し
た
。

　

本
市
で
開
催
す
る
こ
と
で
ボ
ー

ト
競
技
者
を
は
じ
め
、
被
災
地
を

応
援
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
選
手
や
関
係
者

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
経
済
効
果

も
期
待
し
て
い
ま
す
。

■
市
政
の
運
営

○
新
庁
舎
建
設
事
業

　

新
庁
舎
建
設
工
事
は
、
平
成
25

年
3
月
の
完
成
に
向
け
て
本
格
的

に
着
工
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
、

主
に
地
盤
改
良
工
事
、
杭く

い

工
事
、

基
礎
工
事
、
現
本
庁
舎
の
曳ひ

き

家や

工

事
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

敷
地
の
土
壌
の
調
査
に
つ
い
て

は
、
結
果
を
県
に
報
告
し
ま
し
た
。

今
後
、
県
の
指
導
に
基
づ
き
適
切

な
処
理
を
行
い
ま
す
。

○「
い
の
ち
へ
の
共
感
に
満
ち
た

　
　

ま
ち
づ
く
り
条
例
」の
制
定

　

早
け
れ
ば
6
月
中
旬
に
検
討
委

員
会
か
ら
中
間
報
告
が
あ
る
見
込

み
で
す
。
そ
の
後
、
委
員
会
で
は
、

市
民
と
の
意
見
交
換
を
行
い
、
条

例
素
案
を
最
終
報
告
さ
れ
る
予
定

で
す
。
こ
れ
を
受
け
、
市
で
は
条

例
案
を
検
討
し
ま
す
。

○
東
日
本
大
震
災
の

　
　
　
　
　

公
共
事
業
へ
の
影
響

　

国
は
、
東
日
本
大
震
災
を
受
け
、

本
年
度
の
公
共
事
業
・
施
設
費
の

執
行
を
一
律
5
パ
ー
セ
ン
ト
削
減

す
る
方
針
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

現
段
階
で
の
本
市
の
影
響
は
、

道
路
・
住
宅
・
学
校
・
教
育
・
下

水
道
の
各
分
野
で
、
13
事
業
あ
り
、

約
3
億
7
千
万
円
余
り
減
額
と
な

り
ま
す
。

　

市
で
は
、
検
討
の
結
果
、
①
現

予
算
内
で
追
加
施
工
し
、
残
事
業

は
来
年
度
以
降
に
先
送
り
→
2
事

業
②
引
続
き
追
加
要
望
を
行
い
、

今
後
の
国
の
動
向
を
注
視
し
、
改

め
て
実
施
判
断
→
2
事
業
③
起
債

事
業
等
他
の
財
源
を
確
保
す
る
な

ど
、
減
額
等
が
あ
っ
て
も
予
定
ど

お
り
実
施
→
5
事
業
④
削
減
さ
れ

た
補
助
金
額
の
範
囲
内
で
実
施
→

4
事
業
と
方
針
を
決
め
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
協
議
会
の
提
案
を
踏

ま
え
、
基
本
計
画
を
策
定
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
庁
舎
完
成
を
見
越
し
、

南
庁
舎
別
館
、
市
民
広
場
な
ど
の

利
用
構
想
の
策
定
に
も
取
り
組
み

ま
す
。

○
観
光
誘
客
促
進
に
よ
る

　
　
　
　
　
　

地
域
活
性
化
対
策

　

市
で
は
、
各
観
光
協
会
の
事
業

を
支
援
し
、
観
光
誘
客
促
進
に
よ

る
地
域
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

ゆ
か
た
の
似
合
う
ま
ち
城
崎

温
泉
Ｐ
Ｒ
の
た
め
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

「『
美
人
時
計
』を
活
用
し
た
情
報

発
信
」、遠
泳
大
会「
竹
野
浜
オ
ー

プ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
大
会
」、「
神
鍋
高

原
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
レ
ー
ス
」、

「（
仮
称
）出
石
藩
時
代
祭
り
事
業
」、

「
た
ん
と
う『
古
代
米
ア
ー
ト
』見

学
ツ
ア
ー
」な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

　

な
お
、
但
馬
豊
岡
観
光
協
議
会

に
市
が
補
助
し
て
制
作
し
た
本
市

観
光
Ｐ
Ｒ
用
の
短
編
映
画
・
Ｃ
Ｍ

映
像
は
今
月
中
旬
完
成
予
定
で
す
。

完
成
後
は
、
テ
レ
ビ
放
映
や
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
配
信
、
さ
ま
ざ

ま
な
映
像
発
信
媒
体
で
活
用
し
ま

す
。

　

ま
た
、
特
急「
こ
う
の
と
り
」誕

生
記
念
事
業
も
行
い
ま
す
。
今
後

の
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
、
Ｊ
Ｒ
大
阪

※市ホームページに「市長総括説明」の全文を掲載しています。
広報とよおか　2011.6.2511
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　　～わがまち、わがむら再発見～

地籍調査を実施中！
　地籍調査は、国土調査法に基づく「国土調査」の一つで、主に市町村が主体となって、
一
いっ

筆
ぴつ

ごとの土地の所有者、地番、地目を調査し、境界の位置と面積を測量するものです。
　市では、市内数カ所で地籍調査を進めていますが、この調査が郷土の成り立ちや歴
史に触れることのできる貴重な機会ともなっています。

　《問合せ》地籍調査課☎21-9064

山
あ
い
の
財
産と

も
に
歩
い
て

現地調査（イメージ）

23年度地籍調査実施区域

竹野町金原

竹野町森本

竹野町川南谷

伊賀谷

城崎町結

日高町河江

出石町暮坂

但東町奥赤

北近畿豊岡自動車道
建設予定地調査帯

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
予
定
地

を
調
査
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む
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
復
活現地立会い（イメージ）

■
地
籍
調
査
の
基
準
杭く
い

、
境
界
杭

■
都
市
再
生
街
区
基
準
点
、
節
点

亡
失
防
止
に
協
力
く
だ
さ
い

　豊岡市竹野町金原区は、現在４世帯６人が在住
の山間の集落です。市では、平成21年度からこの
区で地籍調査を実施していますが、調査は区内在
住３人の皆さんのほか、かつてここに居住してい
た区外在住７人の皆さんにも推進委員（※）として
協力いただくことから始まりました。

“里帰りでふるさと再認識”
竹野町金原区地籍調査推進委員

藤田輝男さん（妙楽寺　在住）

“むらがにぎわい元気に”
同区地籍調査推進委員会　委員長

   　　　　　　　　井津良平さん

竹野町金原区
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平成22年度
情報公開条例・個人情報保護条例の

運用状況
  平成22年度の豊岡市情報公開条例および豊岡市個人情報保護条例の運用状況をお知らせ
します。情報公開条例に基づく公開請求は31件あり、処理状況は、公開が３件、部分公開
が26件、非公開が１件、文書不存在による非公開が１件となっています。
　また、個人情報保護条例に基づく開示請求は９件あり、処理状況は、開示が２件、部分
開示が２件、不開示が１件、文書不存在による不開示が１件となっています。概要は、以
下のとおりです。

　《問合せ》総務課文書法制係☎23-1116
１　豊岡市情報公開条例分
○公開請求件数　31件　○処理状況　公開３件　部分公開26件　　非公開１件　不存在１件
番号 請求日 請求内容 請求者 

区分
公開 
区分

公開区分 
決定理由

公開しない 
部分

１ 平成22年 
４月１日

　豊都第16号第２次霊園整備工事に係る金入り設計書（内訳
表、明細表、積算情報表）一式（当初設計のもの） 市民 部分

公開
条例第７条第
１号該当 印影

２ ４月14日
　平成22年１月１日から３月31日までに付定のあった新築届・
付番通知書など、新築物件の付定日（受付日）・町名・住居番
号・地番の明記されている資料

市外の法
人、団体

など
部分
公開

条例第７条第
１号および第
２号該当

建物の名称・届
出人住所および
氏名・連絡先・
印影

３ ４月22日 　平成11年度に行われた正法寺673番地先の側溝工事に係る立
会記録などを記載した文書 市民 部分

公開
条例第７条第
１号該当 印影、個人情報

４ ４月22日

①平成22年１月１日現在の土地の現況把握のためにした｢地番
修正（更新）業務委託契約・仕様書｣などにより取得した成果品
②地方税法に基づき作成された｢家屋価格等縦覧帳簿｣に登録・
記載されている、家屋の｢所在、家屋番号、種類、構造、床面積、
階層、建築年月日｣の各項目の不動産登記事項で、家屋番号ご
とに一覧表にした平成22年１月１日現在のもの

市外の法
人、団体

など
部分
公開

条例第７条第
３号該当（地
方 税 法 第 2 2
条）

②の公文書

５ ５月13日 　幼稚園教諭および保育士採用試験の論作文・面接試験の過
去３年の問題

市外の法
人、団体

など
非公開 条例第７条第

２号イ該当 全て

６ ５月26日 　北但行政事務組合と都市整備課との会合（会議）の全資料（メ
モを含む）。平成20年12月２日以降の書類 市民 部分

公開
条例第７条第
１号、５号該
当

個人情報、未成
熟な情報

７ ６月３日
　豊岡市清掃センターおよび豊岡市公共下水道処理施設にお
ける平成11年度から平成22年度までの①入札仕様書　②入札
参加業者　③落札業者　④落札価格　（各施設の運転管理業務
に係る入札および随意契約に関するもの）

市外の法
人、団体

など
部分
公開

条例第７条第
１号該当 印影、個人情報

８ ６月14日 　市立総合健康ゾーン施設に係る立野区と市当局関係者との
交渉記録に関する内容について。５回分 市民 部分

公開
条例第７条第
１号該当 印影、個人情報

９ ７月16日 　出石町大型ホテル再建支援補助金に関する各種資料
市外の法
人、団体

など
部分
公開

条例第７条第
１号および第
２号ならびに
不存在または
本決定までに
該当文書の存
否が確認でき
なかったこと
に該当

印影、個人情報
および法人事業
情報部分ならび
に不存在または
本決定までに該
当文書の存否が
確認できなかっ
た文書

10 ７月22日
　平成22年４月１日から６月30日までに付定のあった新築届・
付番通知書など、新築物件の付定日（受付日）・町名・住居番
号・地番の明記されている資料

市外の法
人、団体

など
部分
公開

条例第７条第
１号および第
２号該当

建物の名称・届
出人住所および
氏名・連絡先・
印影

11 ７月26日 　平成14年度以降の｢豊岡市地域福祉計画｣策定に関する一件 市民 部分
公開

条例第７条第
１号および第
２号該当

個人情報、法人
などの情報

12 ７月29日 　出石農村環境改善センター建設図面（配置図、平面図、立面
図、断面図） 市民 部分

公開
条例第７条第
１号該当 印影、個人情報

13 ７月30日 　平成22年７月30日に有効な損害保険証券（自賠責、共済を除
く）年間保険料10万円以上のもの。保険期間１年のもの

市外の法
人、団体

など
部分
公開

条例第７条第
１号および２
号該当

印影、氏名

14 ８月２日 　平成20年度コ下第101号こうのす団地汚水管
かん

渠
きょ

布設工事（当
初設計）の内訳表、明細表、単価表

市民 部分
公開

条例第７条第
１号該当 印影

15 ９月１日 　駐車場管理委託契約書（市営今森住宅、市営栄町住宅、市営
高屋住宅、市営一本松住宅） 市民 部分

公開

条例第７条第
１号および不
存在または本
決定までに該
当文書の存否
が確認できな
かったことに
該当

印影、個人情報
および不存在ま
たは本決定まで
に該当文書の存
否が確認できな
かった文書
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番号 請求日 請求内容 請求者 
区分

公開 
区分

公開区分 
決定理由

公開しない 
部分

16 ９月３日 　（９の内容と同一）
市外の法
人、団体

など

（９の内
容と同

一）
（９の内容と
同一）

（９の内容と同
一）

17 ９月８日 　旅館業営業許可申請者および飲食店の営業許可申請者の名
前、住所、電話番号、その施設の名称、所在地

市外の法
人、団体

など
非公開 不存在 ―

18 ９月25日 　農水第２号並型漁礁設置工事他12件の工事に係る金入り設
計書（鏡、積算情報表、内訳表、単価表）一式（当初設計のもの） 市民 部分

公開
条例第７条第
１号該当 個人情報

19 10月４日
　都市計画審議会に係る協議記録
①平成22年６月４日　県に預けた図書案の公開　②平成22年
６月18日　図面、事業費の整理表

市民 部分
公開

条例第７条第
１号、５号該
当

個人情報、未成
熟な情報

20 10月８日
・平成22年度但馬教科用図書採択地区協議会　組織表
・平成22年度但馬教科用図書調査員会　調査員名簿
・平成22年度但馬教科用図書採択地区協議会　日程
・平成23年度使用但馬地区小学校教科用図書調査研究報告書

市外の法
人、団体

など
部分
公開

条例第７条第
１号該当 氏名

21 10月18日
　平成22年７月１日から９月30日までに付定のあった新築届・
付番通知書など、新築物件の付定日（受付日）・町名・住居番
号・地番の明記されている資料

市外の法
人、団体

など
部分
公開

条例第７条第
１号および第
２号該当

建物の名称・届
出人住所および
氏名・連絡先・
印影

22 11月９日
　豊岡市清掃センターの焼却炉運転管理業務について
①運転管理業務に携わる人数　②シフト体制または班体制　
③有資格者の人数と種類

市外の法
人、団体

など
部分
公開

条例第７条第
１号該当 印影部分、氏名

23 11月16日 　城南町23番街区の住居表示台帳
市外の法
人、団体

など
全部
公開 ― ―

24 11月16日 　各議員の平成21年度政務調査費収支報告書および添付の領
収書一式

市外の法
人、団体

など
部分
公開

条例第７条第
１号該当

印影部分、氏名、
口座情報

25 12月６日
　一般廃棄物処理基本計画書、清掃事業概要（平成21年度清掃
センターへのごみの搬入量、豊岡清掃センターのごみの流れ
および試験結果報告書）

市民 部分
公開

条例第７条第
１号および第
２号該当

印影部分、氏名

26 12月14日 　平成22年１月から12月の職員の内部処分を含む懲戒処分の
内容が分かる資料一式

市外の法
人、団体

など
全部
公開 ― ―

27 12月15日 　一般廃棄物処理基本計画作成の経緯 市民 部分
公開

条例第７条第
１号該当 氏名

28 平成23年 
１月18日

　建第１号市道奈佐川線外舗装修繕工事（ゼロ市債）他４件の
工事に係る金入り設計書（鏡、積算情報表、内訳表、単価表）
一式（当初設計のもの）ただし、変更設計に係る設計書も含む

市民 部分
公開

条例第７条第
１号該当 印影部分

29 １月21日
　平成22年10月１日から12月31日までに付定のあった新築届・
付番通知書など、新築物件の付定日（受付日）・町名・住居番
号・地番の明記されている資料

市外の法
人、団体

など
部分
公開

条例第７条第
１号および第
２号該当

建物の名称・届
出人住所および
氏名・連絡先・
印影

30 ２月８日 　豊岡市一般廃棄物処理基本計画（最新のもの）
市外の法
人、団体

など
全部
公開 ― ―

31 ３月24日 　第２期の中山間地域等直接支払交付事業に係る各種資料 市民 部分
公開

条例第７条第
１号および第
２号該当

印影、個人情報、
法人などに関す
る情報および不
存在

2　豊岡市個人情報保護条例分
○開示請求件数　９件　○処理状況　開示２件　部分開示５件　不開示１件　不存在１件
番号 請求日 請求内容 請求者 

区分
開示 
区分

開示区分 
決定理由

開示しない 
部分

１ 平成22年 
６月２日

　住民票、戸籍関係、税務関係（平成21年１月１日から平成22
年５月31日までの、○○○○についての戸籍、税務に関する
外部からの照会およびその対応文書）

市外の法
人、団体

など
不開 
示

条例第14条第
４号該当およ
び不存在

法令の規定など
により公にする
ことができない
情報

２～
５ ７月７日 　老人クラブ補助金申請に係る老人クラブへの会員名簿への

登載情報（○○○○）（同日付で、同様の請求がほかに３人あり） 市民 部分 
開示

条例第14条第
２号該当

開示請求者以外
の個人に関する
情報

６ ７月22日 　平成17年４月１日から平成22年７月22日までの、○○○○
の戸籍、除籍に関する外部からの照会および対応文書

市外の法
人、団体

など
部分 
開示

条例第14条第
２号該当、保
存期間経過の
ため保有個人
情報の不存在

開示請求者以外
の個人に関する
情報、平成17年
４月１日から平
成18年12月31日
までの照会およ
び対応文書（不
存在）

７ ８月13日 　平成22年４月１日から８月13日までに請求された○○○○
に係る住民票（一部）の交付請求書（公用請求分は除く） 市民 全部 

開示 ― ―

８ 平成23年 
２月９日

　平成22年９月１日から平成23年２月９日までの、開示請求
者に係る印鑑登録証明書の発行状況が分かるもの

市外の法
人、団体

など
不開 
示

条例第18条第
２項該当

保有個人情報の
不存在

９ ２月25日
　○○○○が請求した戸籍謄本、住民票、印鑑証明書（自分の
もの、両親のもの、実弟○○その他）で過去１年くらいのもの

（平成21年12月１日以降に日高総合支所で請求したもの）
市民 全部 

開示 ― ―
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至出石

至但東

出石川

市道上野車屋2号線

市道上野車屋1号線
調整池

線
野
上
道
市

済 ② ③ ④ 済

済 ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

⑪ ⑫ ⑬ ⑭ 済

●謝礼金支給条件

●謝礼金の額

出石「中川地区分譲宅地」のご案内
出石の古い町並みから約２kmのところにある
緑豊かで日当たりの良い宅地です

■分譲面積・価格

■概要
●所在地
●道　路
●交　通

●教 育 施 設

●医療施設等

●その他施設

■分譲条件（抜粋）
●分譲対象

●譲渡物件
●分譲地の共有範囲

●転売等の期限

■分譲区画数

分譲宅地紹介謝礼金制度

◇申込方法

《申込み・問合せ》

　中川地区分譲宅地以外にも、但東町の自家菜園地付き
の物件などがありますので、問い合わせください。

ここがおすすめ!
☆日当たり良好
☆敷地が広い
☆緑豊かな環境

至養父 至豊岡

出石城跡

至但東

出石川

福住小学校
豊岡南警察署
出石警部派出所

豊岡市消防本部出石分署

豊岡市役所
出石総合支所

中川地区分譲宅地
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やってみよう！感じてみよう！歩キング！

毎週火曜日は
歩キングデー

コーちゃん
豊岡市マスコット

オーちゃん
豊岡市マスコット

　市では、歩くことによる健康づくりを「歩キング」と名付け、推進しています。歩キングに関連した健康
情報や取組みを１２回シリーズでお届けします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　《問合せ》健康増進課☎24-1127

歩
ある

キングで健康づくり！③

～ウォーキングの前後にはストレッチの習慣を！～

☆歩キング○×クイズ☆
【問１】足は第２の心臓といわれている。
【解答】○
　歩くことで足の裏や筋肉が刺激されて、下半身の血
液循環を助け、心臓へ血液を戻そうとします。

＊各種目１動作につき、10秒
ずつ行います。

＊呼吸は止めずに行いましょう。

1.背中：両手を前で組み、
ゆっくりと背中を丸める 

　歩いた後も必ずスト
レッチを！疲労回復に
なるのじゃ！

＊ストレッチで準備・整理運動

２.肩：両手を肩につけ、肘で円
を描くように大きく動かす

3.体側：背筋を伸ばし片手を挙げ
てゆっくり反対側に体を倒す

４.ふともも：片膝を
伸ばし、もう片足
は膝を立てる。
　背筋を伸ばし、伸
ばしている脚の
方向に体を倒す

5.ふくらはぎ：脚を前後に開く。後ろ
の脚のかかとが床から離れない
ようにゆっくりと前の脚に重心
を移す

玄さん
豊岡市マスコット

＊ストレッチの効果＊
・ケガの予防：ウォーキング前に靭

じん

帯
たい

や筋肉をゆっくり伸ばすとケガを予防できます！
・若さを保つ：体の柔軟性が向上し、若さを保てます。
・リラックス効果：ゆっくり呼吸してストレッチをすると、心が落ち着き、リラック
　ス効果で前向きな気分になります。
・疲労回復：ゆっくりと呼吸しながら行うことで、血液循環が良くなり、疲労回復や
　冷え性の改善にもなります。
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「
申

請
免
除
制
度
」

「
若
年

者
納
付
猶
予
制
度
」

▽
対
象
者

●
7
月
9
日（
土
）は

●
7
月
4
日（
月
）・
11
日（
月
）・

19
日（
火
）・
25
日（
月
）は
、

　
●
電
話
で
の
問
合
せ

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

《
問
合
せ
》

豊
岡
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

▽
所
得
申
告

▽
承
認
期
間

▽
追
納
制
度

平
成
23
年
度
国
民
年
金
保
険
料

免
除
・
猶
予
申
請
受
付
開
始

７月から

〈保険料免除・若年者納付猶予の違い〉

〈免除区分ごとの対象となる所得の目安表〉
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み
ん
な
で
節
電
ア
ク
シ
ョ
ン
①

　

日
本
一
暑
い
豊
岡
に
も
で
き
る
賢
い
節
電
！

●
カ
ー
テ
ン
の
利
用

●
フ
ィ
ル
タ
ー
の
掃
除

●
室
外
機
の
周
り
を
整
理
整
頓

●
風
向
き
を
上
手
に
調
節

●
室
内
温
度
は
28
度
を
目
安
に

●
必
要
な
時
だ
け
つ
け
る

家
庭
で
で
き
る
節
電
方
法

 

《
問
合
せ
》生
活
環
境
課
環
境
衛

生
係
☎
23

5
3
0
4

み
ん
な
で
美
し
い
豊
岡
を
…
③

ご
み
の
減
量
は
家
庭
の「
生
ご
み
」か
ら
!　

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、今
年
の

夏
は
、電
力
供
給
が
極
め
て
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。私
た
ち

一
人
一
人
が
す
ぐ
に
支
援
・
協
力
で
き
る
こ
と
、そ
の
一
つ
が
節
電
で

す
。家
庭
や
オ
フ
ィ
ス
で
、み
ん
な
が
少
し
ず
つ
節
電
の
努
力
を
す
る

こ
と
が
、被
災
地
の
復
興
と
安
定
し
た
電
力
供
給
に
つ
な
が
り
ま
す
。

さ
ら
に
、一
人
一
人
の
節
電
が
二
酸
化
炭
素
の
削
減
に
、ひ
い
て
は
地

球
温
暖
化
防
止
に
貢
献
し
ま
す
。

　

環
境
省
が
推
奨
す
る「
家
庭
で
で
き
る
節
電
方
法
」（
七
つ
の
ポ
イ

ン
ト
）を
、今
回
か
ら
４
回
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

　

積
極
的
な
節
電
に
、協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

《
問
合
せ
》エ
コ
バ
レ
ー
推
進
室
☎
21

9
0
1
2

ポ
イ
ン
ト
①

　

待
機
電
力
を
削
減

ポ
イ
ン
ト
②

　

エ
ア
コ
ン
で
節
電

水
き
り

生
ご
み
処
理
機
購
入
補
助

待機時消費電力を減らす対策

スイッチ付きタップ



【
5
月
】

16
日　

東
京
大
学
保
全
生
態
学
研

究
室
と
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生

復
帰
の
取
組
み
に
寄
与
す

る
研
究
活
動
協
定
締
結

19
日　

被
災
地
支
援
隊
出
発（
26

日
、
6
月
9
・
16
・
23
日
）

20
日　

震
災
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
バ
ス
出
発（
〜
23
日
）

23
日　

チ
ク
タ
ク
資
母
出
発
式

25
日　
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
2 

0
1
1
」
参
加
、
初
勝
利

27
日
・
「
城
崎
温
泉『
木
屋
町
小

路
・
三
十
三
間
広
場
』プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、（
社
）日
本

都
市
計
画
学
会
計
画
設
計

賞
受
賞
式

　
　

・
市
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館

入
館
者
3
0
0
万
人
到
達

　
　
　

記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

【
6
月
】

1
日　

豊
岡
市
が
景
観
行
政
団
体

　
　
　

に
な
る

3
日
・
市
議
会
開
会（
〜
28
日
）

　
　

・
N
T
T
ド
コ
モ
緊
急
速
報

　
　
　
「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」運
用
開

始

4
日
・
2
0
1
0「
植
村
直
己
冒

険
賞
」授
賞
式
・
記
念
講

演
会

　
　

・
大
雨
・
洪
水
防
災
訓
練

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

　

本
市
は
、
豊
か
な
自
然
や
城
下

町
、
温
泉
街
な
ど
地
域
ご
と
に
特

色
あ
る
景
観
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
貴
重
な
景
観
を
保
全
し
向

上
さ
せ
る
た
め
、
市
は
、
県
知
事

の
同
意
を
得
て
、
6
月
1
日「
景

観
行
政
団
体
」に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
市
全
域
を
景
観
計
画
区

域
と
し
、「
豊
岡
市
景
観
計
画
」の

策
定
を
進
め
ま
す
。

　

景
観
行
政
団
体
は
、
景
観
計
画

の
策
定
以
外
に
、
景
観
重
要
建
造

物
や
景
観
重
要
樹
木
な
ど
の
指
定

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

景
観
計
画
に
基
づ
き
景
観
行
政
事

務
を
行
い
ま
す
。

　

市
民
に
最
も
近
い
市
が
景
観
行

政
を
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

地
域
に
合
っ
た
良
好
な
景
観
形
成

の
促
進
が
図
れ
ま
す
。

　

5
月
20
日
は
、「
豊
岡
市
生
き

も
の
共
生
の
日
」。
放
鳥
し
た
コ

ウ
ノ
ト
リ
か
ら
野
外
で
43
年
ぶ
り

に
ヒ
ナ
が
誕
生
し
た
平
成
19
年
5

月
20
日
を
長
く
記
憶
に
と
ど
め
る

と
と
も
に
、「
命
」や「
生
き
も
の
」

に
つ
い
て
思
い
を
巡
ら
せ
る
日
と

し
て
制
定
し
た
市
の
記
念
日
で
す
。

　

今
年
の
共
生
の
日
は
、
東
日
本

大
震
災
を
受
け
て
、
市
内
の
各
小

中
学
校
で「
い
の
ち
の
授
業
」を
展

開
し
ま
し
た
。

　

三
江
小
学
校
で
は
、
6
年
生
が
、

市
長
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
教

材
に
、
命
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま

し
た
。
児
童
の
意
見
を
受
け
て
、

担
任
教
諭
は「
命
を
考
え
る
と
い

う
こ
と
は
、
自
分
の
生
き
方
を
考

え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
日
考

え
た
こ
と
を
、
ぜ
ひ
行
動
に
移
し

ほ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

〜
５
月
20
日「
豊
岡
市
生
き
も
の
共
生
の
日
」〜

い
の
ち
の
授
業
を
展
開
！

豊
岡
市
は
景
観
法
に
基
づ
く

「
景
観
行
政
団
体
」に
な
り
ま
し
た
！

　

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
を
推

進
す
る
た
め
、市
内
の
公
共
施
設

な
ど
に
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
、ペ
レ
ッ
ト

ス
ト
ー
ブ
の
設
置
を
進
め
て
い
ま

す（
平
成
22
年
度
末
現
在
、シ
ル
ク

温
泉
に
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
1
基
、

小
・
中
学
校
、
公
共
施
設
に
ペ
レ

ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
1
3
2
台
設
置
）。

　

こ
の
た
び「
出
石
温
泉
館　

乙

女
の
湯
」に
木
質
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ

ラ
ー
シ
ス
テ
ム
が
完
成
し
、
6
月

2
日
、
点
火
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
木
質
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ

ラ
ー
を
主
ボ
イ
ラ
ー
と
し
て
運
転

し
、
既
存
の
灯
油
ボ
イ
ラ
ー
は
、

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
用
ボ
イ
ラ
ー
と
し

て
稼
働
し
ま
す
。

　

ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
の
導
入

に
よ
り
、灯
油
使
用
量
が
減
少
し
、

年
間
約
2
4
0
ト
ン（
ド
ラ
ム
缶
約

61
万
本
に
相
当
）の
二
酸
化
炭
素
の

排
出
が
削
減
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

〜
シ
ル
ク
温
泉
に
次
い
で
２
基
目
〜

「
出
石
温
泉
館  

乙
女
の
湯
」で
木
質
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
稼
動

▲出発式でのテープカット

〜
出
石
町
の「
チ
ク
タ
ク
奥
山
」に
続
き
、市
内
２
例
目
〜

「
チ
ク
タ
ク
資
母
」ス
タ
ー
ト

　
「
チ
ク
タ
ク
」は
、
市
の
支
援
を

受
け
な
が
ら
、
地
元
関
係
者
で
構

成
す
る
運
営
協
議
会
が
主
体
と
な

っ
て
運
行
す
る
地
区
の
乗
合
タ
ク

シ
ー
で
す
。

　
「
チ
ク
タ
ク
資
母
」は
、
但
東
町

赤
花
地
域（
奥
赤
区
・
赤
花
区
・

坂
津
区
）か
ら
中
山
区
ま
で
を
結

び
ま
す
。

　

5
月
23
日
、
但
東
町
奥
赤
公
民

館
で「
チ
ク
タ
ク
資
母
」の
出
発
式

が
行
わ
れ
、
関
係
者
の
見
守
る
中
、

記
念
す
べ
き
第
１
便
が
出
発
し
ま

し
た
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
生
活
を

支
え
る

大
切
な

公
共
交

通
と
し

て
の
活

躍
が
期

待
さ
れ

ま
す
。

▲市長からのメッセージ
に聞き入る三江小学校
児童
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今
年
の
植
村
直
己
冒
険
賞
受
賞

者
は
栗
秋
正ま

さ

寿と
し

さ
ん
、
過
酷
な
冬

の
ア
ラ
ス
カ
に
挑
む
登
山
家
で
す
。

　

中
央
ア
ラ
ス
カ
山
脈
を
代
表
す

る
3
山
の
う
ち
、マ
ッ
キ
ン
リ
ー
は
世

界
で
4
人
目
、フ
ォ
レ
イ
カ
ー
は
世

界
初
、い
ず
れ
も
冬
季
単
独
登
頂
に

成
功
し
て
お
ら
れ
ま
す
。残
る
ハ
ン

タ
ー
への
挑
戦
は
今
も
進
行
中
で
す
。

5
度
目
の
挑
戦
は
83
日
間
に
及
び
、

そ
の
う
ち
53
日
間
は
、
マ
イ
ナ
ス

50
度
、
風
速
50
メ
ー
ト
ル
と
い
う

過
酷
な
条
件
下
、
掘
っ
た
雪
洞
の

中
で
た
っ
た
1
人
。
ハ
ー
モ
ニ
カ

を
吹
き
俳
句
を
詠
ん
だ
り
し
な
が

ら
じ
っ
と
時
を
待
つ
と
い
う
す
さ

ま
じ
い
も
の
で
し
た
。そ
の
強
靭じ

ん

で

柔
ら
か
な
精
神
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
冒
険
者
た
ち

は
、
人
間
と
は
思
え
な
い
よ
う
な

こ
と
を
な
ぜ
し
で
か
す
の
で
し
ょ

う
か
。
冒
険
家
と
は
、
1
回
限
り

の
人
生
に
悔
い
が
な
い
よ
う
に
、

限
ら
れ
た
命
を
と
こ
と
ん
輝
か
せ

た
い
と
い
う
思
い
が
人
並
み
は
ず

れ
て
強
い
人
た
ち
な
の
だ
と
、
私

は
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と

を
あ
る
女
性
職
員
に
話
し
ま
し
た
。 職

員
の
反
応
は
私
に
と
っ
て
実
に

新
鮮
で
驚
く
べ
き
も
の
で
し
た
。

「
私
は
生
き
も
の
が
好
き
で
い
ろ

ん
な
生
き
も
の
を
見
て
き
た
。
生

き
も
の
は
た
だ
た
だ
一
生
懸
命
生

き
て
、
自
分
の
子
孫
を
残
そ
う
と

必
死
だ
。
私
も
自
分
の
子
ど
も
を

産
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。命
を
輝

か
せ
る
た
め
に
自
ら
命
を
危
険
に

さ
ら
す
な
ん
て
、信
じ
ら
れ
な
い
」

　

そ
こ
で
、
冒
険
賞
の
選
考
委
員

で
も
あ
る
サ
ル
学
の
権
威
、
河
合

雅
雄
先
生
に
お
尋
ね
し
ま
し
た
。

「
生
き
残
る
た
め
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
を

越
え
て
い
く
鳥
は
い
ま
す
が
、
山

に
魅
入
ら
れ
た
と
か
、
悔
い
な
く

生
き
た
い
と
か
い
う
理
由
で
命
の

危
険
を
冒
し
て
冒
険
す
る
動
物
が

人
間
以
外
に
い
る
で
し
ょ
う
か

?
」「
い
な
い
で
す
ね
え
」

　

と
す
る
と
、
冒
険
と
い
う
の
は

他
の
動
物
に
は
な
い
実
に
人
間
的

な
営
み
な
の
だ
と
も
言
え
ま
す
。

「
ま
ず
、
生
き
て
帰
っ
て
く
る
こ

と
」│
│
栗
秋
さ
ん
の
言
葉
で
す
。

冒
険
、
こ
の
人
間
的
な
営
み 44

　

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
は
、
世
界
中

の
重
要
な
湿
地
を
評
価
し
、
保
全

す
る
国
際
条
約
で
す
。
現
在
、
世

界
で
約
1
9
0
0
カ
所
、
国
内
で

は
、
北
海
道
の
釧
路
湿
原
を
は
じ

め
37
カ
所
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
国
内
候
補
地
の
一
つ

に
選
ば
れ
て
い
る「
円
山
川
下
流

域
及
び
周
辺
水
田
」を
、
平
成
24

年
6
月
に
ル
ー
マ
ニ
ア
で
開
催
さ

れ
る

コ
ッ
プ
イ
レ
ブ
ン

Ｃ
Ｏ
Ｐ
11（
第
11
回
ラ
ム
サ

ー
ル
条
約
締
約
国
会
議
）で
登
録

す
べ
く
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

5
月
22
日
、
候
補
地
エ
リ
ア
の

魅
力
を
再
発
見
す
る
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト「
ラ
ム
あ
る
き
」を

開
催
し
ま
し
た
。
早
朝
か
ら
降
り

始
め
た
強
い
雨
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
大
勢
の
方
々
に
参
加
い
た
だ

き
、
ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
の
戸
島
湿
地
か

ら
田
結
漁
港
ま
で
の
約
7
キ
ロ
の

道
の
り
を
歩
き
ま
し
た
。

　

5
月
27
日
、
市
立
コ
ウ
ノ
ト
リ

文
化
館
の
入
館
者
が
3
0
0
万
人

に
到
達
し
ま
し
た
。

　

記
念
す
べ
き
3
0
0
万
人
目
の

入
館
者
は
、
神
崎
郡
神
河
町
の
千

葉
和か

ず

憲の
り

さ
ん
、
幸さ

ち

子こ

さ
ん
夫
妻
。

　

記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
中
貝

市
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
認
定
証

の
交
付
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
記
念

品
の
贈
呈
、
記
念
撮
影
を
行
い
ま

し
た
。

　

和
憲
さ
ん
は
今
回
で
2
回
目
の

来
館
、
幸
子
さ
ん
は
初
め
て
で
す
。

和
憲
さ
ん
は「
3
0
0
万
人
の
1

人
に
選
ば
れ
た
幸
運
に
驚
き
ま
し

た
。
以
前
、
中
貝
市
長
の
講
演
を

聞
い
て
感
動
し
、
妻
に
も
、
ぜ
ひ
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
を
見
せ
た
か
っ
た
。

秋
篠
宮
ご
夫
妻
が
使
用
さ
れ
た
放

鳥
箱
で
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
も
感
動

〜
入
館
2
0
0
万
人
達
成
か
ら
約
３
年
〜

コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
の
入
館
者
３
０
０
万
人
到
達
！

〜
見
る
・
食
べ
る
・
湿
地
の
恵
み
を
体
感
〜

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
候
補
地
エ
リ
ア
を
歩
く「
ラ
ム
あ
る
き
」開
催

▲秋篠宮ご夫妻が使用された
放鳥箱の前で喜ぶ千葉さん

▲田結湿地で豊かな自然を観察

し
ま
し
た
」と
喜
び
も
ひ
と
し
お

の
様
子
で
し
た
。

今
季
初
、野
外
で
の

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ヒ
ナ
巣
立
ち

　

6
月
9
日
午
前
10
時
43
分
、
ハ

チ
ゴ
ロ
ウ
の
戸
島
湿
地（
城
崎
町

戸
島
）人
工
巣
塔
で
、
本
年
度
野

外
で
初
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ヒ
ナ
の

巣
立
ち（
同
湿
地
で
は
4
年
連
続
）

が
あ
り
ま
し
た
。

▲巣立ちの瞬間（写真提供：井垣
弘行さん）
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歩あ
る

キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

正
し
く
歩
い
て

心
も
体
も
元
気
ア
ッ
プ
！

城 崎城 崎

春
の
町
民
球
技
大
会

み
ん
な
で
楽
し
く
…

さ
れ
ど
球
技
大
会
！

竹 野竹 野

消
費
者
月
間
イ
ベ
ン
ト

し
ま
っ
た
、困
っ
た
、そ
の
時
は
…

消
費
者
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
よ
う
！

豊 岡豊 岡

▲正しい歩き方を心掛けながら、軽快に歩く皆さん

　

5
月
30
日
、
豊
岡
総
合
庁
舎（
幸
町
）で「
消
費
者

セ
ン
タ
ー
」の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
仮
装
し
た
職
員
が
寸
劇
な
ど
を
通
し
て
、

出
会
い
系
サ
イ
ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
、
訪
問
販
売

な
ど
の
実
際
に
あ
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
を
紹
介
し
ま
し
た
。

参
加
者
は「
勉
強
に
な
っ
た
。
近
所
で
相
談
さ
れ
た

と
き
に
役
立
て
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。
主
催

し
た
但
馬
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
と
た
じ
ま
消
費
者
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
は「
気
軽
に
相
談
に
来
て
ほ
し
い
。
ま

た
、
被
害
防
止
の
た
め
、
怪
し
い
業
者
が
い
た
ら
情

報
提
供
し
て
ほ
し
い
」と
呼
び
掛
け
て
い
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
消
費
生
活
に
関
す
る
あ
ら
ゆ

る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

5
月
31
日
、
歩
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
約

70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
城
崎
総
合
支
所
で
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
小
西
晶
子
さ
ん
か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

レ
ッ
ス
ン
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
温
泉
街
を
巡

る「
城
崎
歩
キ
ン
グ
コ
ー
ス
」を
歩
き
、
休
憩
の
温
泉

寺
前
広
場
で
は
観
光
ガ
イ
ド
の
坂
田
文
一
郎
さ
ん
か

ら
、
城
崎
の
歴
史
や
志
賀
直
哉
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど

を
聞
き
、
城
崎
再
発
見
の
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
正
し
い
歩
き
方
の
指

導
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
方
が
最
も
多
く
、
9
割
の

方
が
満
足
と
回
答
し
て
い
ま
し
た
。
今
後
も
、
皆
さ

ん
に
喜
ば
れ
、
元
気
に
な
る
催
し
を
計
画
し
ま
す
。

　

6
月
12
日
、
竹
野
町
竹
野
の
竹
野
Bビ

ー

&ア
ン
ド

Gジ
ー

海
洋
セ

ン
タ
ー
と
た
け
の
こ
う
え
ん
で
町
民
球
技
大
会（
竹

野
町
体
育
協
会
主
催
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

8
チ
ー
ム
が
、
た
け
の
こ
う
え
ん
で
は
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
の
13
チ
ー
ム
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
双
方
と
も
優
勝
す
る
に

は
3
〜
4
試
合
を
勝
ち
抜
か
ね
ば
な
ら
ず
、
年
配
の

方
か
ら
は「
体
力
的
に
き
つ
い
わ
〜
」の
声
も
…
。

　

会
長
の
木
瀬
堯た

か

后み

さ
ん
は「
こ
の
球
技
大
会
に
は

大
勢
が
参
加
し
て
い
る
。
特
に
婦
人
バ
レ
ー
は
、
親

か
ら
子
、
子
か
ら
孫
へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
家

族
の
協
力
あ
っ
て
こ
そ
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲複雑な事例を分かりやすく紹介する相談員ら。連絡は
たじま消費者ホットライン☎23-1999まで

▲チームメートの好プレーや珍プレー（？）に一喜
一憂！

広報とよおか　2011.6.25 22



サ
ツ
マ
イ
モ
作
り

秋
の
収
穫
が
楽
し
み
で
す

但 東但 東

日 高日 高

まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報・交流係まで連絡ください。

▲炊き上がったごはんをうれしそうにのぞきこむ園児ら。
｢おかわり！｣の声があちこちで響く

　

6
月
7
日
、「
ご
は
ん
塾
」（
県
主
催
）が
、
但
馬
地

域
で
初
め
て
蓼
川
保
育
園
周
辺（
日
高
町
祢
布
）で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
に「
か
ま

ど
で
ご
は
ん
を
炊
く
」貴
重
な
体
験
を
通
し
て
ご
は

ん
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
も
ら
う
た
め
に
開
催
さ
れ

た
も
の
で
、
日
高
地
域
8
保
育
園
の
5
歳
児
と
保
護

者
ら
約
80
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

園
児
ら
は
、
洗
米
や
ま
き
割
り
な
ど
に
挑
戦
し
、

保
護
者
ら
は
保
田　

茂
さ
ん（
神
戸
大
学
名
誉
教
授
）

の
講
義
を
聴
講
。
そ
の
後
、
炊
き
上
が
っ
た
ご
は
ん

を
味
わ
い
ま
し
た
。
西
気
保
育
園
の
青
山
莉り

り々

ち
ゃ

ん
は「
私
は
パ
ン
よ
り
ご
は
ん
の
方
が
好
き
。
甘
く

て
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
」と
満
足
そ
う
で
し
た
。

▲率先して苗を植える子どもたち

　

5
月
21
日
、
但
東
町
相
田
で「
サ
ツ
マ
イ
モ
作
り
」

（
但
東
子
育
て
セ
ン
タ
ー
主
催
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
ら
は
、
子
育
て
セ
ン
タ
ー
職
員
か
ら
作
業

の
手
順
を
教
え
て
も
ら
い
、（
有
）あ
し
た
の
協
力
で

整
え
ら
れ
た
畑
に
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
を
1
0
0
本
植

え
ま
し
た
。

　

植
え
た
後
、
苗
に
じ
ょ
う
ろ
で
水
を
や
り
、
苗
と

苗
の
間
に
わ
ら
を
敷
き
、
作
業
は
終
了
。

　

親
子
で
参
加
し
た
中
尾
裕
次
さ
ん（
但
東
町
正
法

寺
）は「
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え
は
、
初
め
て
だ
っ
た

の
で
、
作
業
の
手
順
な
ど
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
い

ろ
い
ろ
と
新
し
い
発
見
が
あ
っ
て
楽
し
か
っ
た
」と

話
し
て
い
ま
し
た
。

出
石
焼
の
ル
ー
ツ
を
訪
ね
て

江
戸
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
!?

出
石
焼
の
窯か

ま

跡
を
巡
り
体
感
！

出 石出 石
　

5
月
29
日
、
福
住
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
で
出
石
焼

の
ル
ー
ツ
を
巡
る
探
訪
会
が
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
約
40
人
の
参
加
者
ら
は
、
出
土
文
化
財
管
理
セ

ン
タ
ー
職
員
か
ら
、
江
戸
時
代
に
始
ま
っ
た
出
石
焼

の
歴
史
を
学
び
、
そ
の
後
、
窯
跡
ま
で
歩
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
寺
屋
敷
窯
の
跡
に
登
り
、
散
乱
し
た
窯
道

具
な
ど
を
見
学
し
、
ま
た
、
上
田
製
陶
所
敷
地
内
で

最
近
確
認
さ
れ
た
徳
利
窯
を
見
学
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
第
2
次
世
界
大
戦
中
に
ド
イ
ツ
の
技
術
を
取
り

入
れ
築
造
さ
れ
た
省
エ
ネ
窯
で
、
全
国
で
も
珍
し
く

原
形
に
近
い
形
で
残
っ
て
い
ま
す
。
参
加
し
た
中
貝

正
己
さ
ん（
下
宮
）は「
近
代
の
貴
重
な
産
業
遺
産
が

見
ら
れ
て
良
か
っ
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲上田製陶所４代目 上田実
じつ

生
お

さんの説明を聞きながら
「徳利窯｣ を見学する参加者ら

ご
は
ん
塾

か
ま
ど
で
炊
い
た
ご
は
ん
は

甘
く
て
お
い
し
い
ね
！
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城
崎
温
泉
街
を
ゆ
っ
た
り
と
流

れ
る
大
谿
川
。
昭
和
30
年
代
に
は
、

ホ
タ
ル
が
舞
い
、
エ
ビ
、
ウ
ナ
ギ
、

カ
ジ
カ
な
ど
が
地
域
の
人
々
と
共

生
し
て
い
ま
し
た
。
夏
に
は
、
川

で
水
遊
び
を
す
る
子
ど
も
た
ち
の

声
が
響
き
わ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

環
境
悪
化
で
姿
を
消
し
た
ホ
タ
ル

　

そ
の
後
、
生
活
様
式
が
変
わ
り
、

農
薬
や
生
活
排
水
に
よ
り
、
徐
々

に
水
質
が
悪
化
し
、
川
の
水
が
汚

染
さ
れ
、
清
流
を
好
む
ホ
タ
ル
な

ど
の
生
物
が
姿
を
消
し
て
い
き
ま

し
た
。

　

こ
の
大
谿
川
を
以
前
の
よ
う
に

ホ
タ
ル
の
飛
び
交
う
美
し
い
川
に

再
生
す
る
た
め
に
立
ち
上
が
っ
た

の
は
、
城
崎
温
泉
大
谿
川
ホ
タ
ル

再
生
の
会
会
長
の
森
貞
淳
一
さ
ん

で
す
。
森
貞
さ
ん
は
、
平
成
20
年

7
月
、
会
員
24
人
で
こ
の
会
を
設

立
し
ま
し
た
。「
地
域
の
み
ん
な
が

生
態
系
や
自
然
保
護
の
大
切
さ
を

認
識
し
、
ホ
タ
ル
も
住
民
も
す
み

や
す
い
地
域
に
な
れ
ば
い
い
で
す

ね
」と
森
貞
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

ホ
タ
ル
を
再
生

　

平
成
15
年
に
下
水
道
が
整
備
さ

れ
、
大
谿
川
の
水
が
き
れ
い
に
な

り
、
ホ
タ
ル
の
餌
と
な
る
カ
ワ
ニ

ナ
も
増
え
て
、
少
し
ず
つ
木
屋
町

通
り
に
ホ
タ
ル
が
姿
を
見
せ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
森
貞
さ
ん
は

「
行
政
に
頼
る
だ
け
で
な
く
、
自

分
た
ち
で
率
先
し
て
ま
ち
を
良
く

し
て
い
こ
う
と
思
い
、
取
組
み
を

始
め
ま
し
た
」と
話
し
ま
す
。

　

会
を
設
立
し
て
か
ら
は
、
主
に

ホ
タ
ル
の
生
態
や
生
息
調
査
、
川

の
環
境
整
備
、
川
の
浄
化
啓
発
活

動
、
看
板
設
置
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
川
の
小
石
を
両
岸

に
集
め
る
な
ど
工
夫
す
る
こ
と
で
、

砂
が
た
ま
っ
て
草
が
生
え
、
ホ
タ

ル
が
す
め
る
環
境
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
成
果
が
あ
り
、
平
成
20
年
に

は
10
匹
ほ
ど
し
か
確
認
で
き
な
か

っ
た
ホ
タ
ル
が
、
平
成
21
年
に
は

3
0
0
匹
以
上
確
認
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。「
う
れ
し
か
っ
た

で
す
ね
。
半
世
紀
ぶ
り
に
見
る
光

景
で
し
た
」と
森
貞
さ
ん
は
笑
い

ま
す
。

　

森
貞
さ
ん
ら
は
、
さ
ら
に
ホ
タ

ル
の
数
を
増
や
す
た
め
、
繁
殖
を

促
す
採
卵
器
を
川
の
中
に
置
き
ま

し
た
。
ま
た
、
川
沿
い
の
灯
ろ
う

を
木
枠
で
囲
っ
て
明
か
り
を
遮
り
、

鑑
賞
し
や
す
い
よ
う
に
工
夫
し
ま

し
た
。
そ
う
し
て
、
平
成
22
年
に

は
数
百
匹
以
上
の
ホ
タ
ル
の
乱
舞

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

城
崎
温
泉
に
付
加
価
値
を

　
「
観
光
で
訪
れ
た
方
か
ら﹃
ホ
タ

ル
を
初
め
て
見
て
感
動
し
た
﹄﹃
子

ど
も
に
ホ
タ
ル
を
見
せ
る
こ
と
が

で
き
、
感
謝
し
ま
す
﹄な
ど
の
声

も
届
け
ら
れ
、
多
く
の
方
に
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。
6
月
は
城
崎
温
泉

に
と
っ
て
閑
散
期
で
す
。
こ
の
時

期
に
お
客
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
」と
笑
顔
で

話
す
森
貞
さ
ん
。

皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
ま
ち
に

　

今
年
も
、
木
屋
町
通
り
の
ま
ん

だ
ら
橋
か
ら
下
流
約
2
0
0
メ
ー

ト
ル
の
間
で
ホ
タ
ル
が
乱
舞
し
て

い
ま
す
。
会
で
は「
ホ
タ
ル
情
報

か
わ
ら
版
」を
発
行
し
、
会
員
や

旅
館
へ
乱
舞
予
測
な
ど
を
情
報
提

供
し
て
い
ま
す
。森
貞
さ
ん
は「
ホ

タ
ル
の
身
に
な
り
、
生
息
域
に
は

で
き
る
だ
け
手
を
入
れ
な
い
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
ご
み
は
拾
っ
て

も
草
は
刈
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な
に

愛
さ
れ
る
ま
ち
に
す
る
た
め
、
今

後
も
頑
張
り
ま
す
」と
意
気
込
ん

で
い
ま
し
た
。

　

一
度
は
大お
お

谿た
に

川
か
ら
姿
を
消
し
た
ホ
タ
ル
。大
谿
川
を
再

生
し
、ホ
タ
ル
も
人
も
す
み
や
す
い
環
境
を
取
り
戻
す
た
め

に
活
動
を
続
け
る
元
気
な
男
性
を
紹
介
し
ま
す
。

森も
り

貞さ
だ

淳
一
さ
ん（
67
歳
）城
崎
町
湯
島

ホ
タ
ル
の
す
み
や
す
い

環
境
再
生
に
取
り
組
む
元
気
人

▲土産物店を営む森貞さ
ん。古い物を集めるの
が趣味

コーちゃん・オーちゃんの

「見つけた！豊岡元気人」

宿泊客にはホタル目当てに訪れる方も…

環境保護の啓発看板を設置する森貞さんため息を誘う幻想的なホタルの乱舞

染
さ
れ
、
清
流
を
好
む
ホ
タ
ル
な

ど
の
生
物
が
姿
を
消
し
て
い
き
ま

　

こ
の
大
谿
川
を
以
前
の
よ
う
に

ホ
タ
ル
の
飛
び
交
う
美
し
い
川
に

再
生
す
る
た
め
に
立
ち
上
が
っ
た

の
は
、
城
崎
温
泉
大
谿
川
ホ
タ
ル

再
生
の
会
会
長
の
森
貞
淳
一
さ
ん

　

森
貞
さ
ん
ら
は
、
さ
ら
に
ホ
タ

ル
の
数
を
増
や
す
た
め
、
繁
殖
を

促
す
採
卵
器
を
川
の
中
に
置
き
ま

し
た
。
ま
た
、
川
沿
い
の
灯
ろ
う

を
木
枠
で
囲
っ
て
明
か
り
を
遮
り
、

鑑
賞
し
や
す
い
よ
う
に
工
夫
し
ま

し
た
。
そ
う
し
て
、
平
成
22
年
に

は
数
百
匹
以
上
の
ホ
タ
ル
の
乱
舞

旅
館
へ
乱
舞
予
測
な
ど
を
情
報
提

供
し
て
い
ま
す
。森
貞
さ
ん
は「
ホ

タ
ル
の
身
に
な
り
、
生
息
域
に
は
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三
江
幼
稚
園
は
、
近
く
に
県
立

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
が
あ
り
、

周
り
に
は
緑
も
多
く
自
然
に
恵
ま

れ
た
幼
稚
園
で
す
。

　

5
月
26
日
、
初
め
て
の
ク
ッ
キ

ン
グ（
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
作
り
）が
行

わ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
様
子
を

の
ぞ
い
て
み
ま
し
た
。

初
め
て
の
ク
ッ
キ
ン
グ

　

園
児
た
ち
は
、
ク
ッ
キ
ン
グ
を

始
め
る
前
に
、
し
っ
か
り
手
を
洗

い
、
帽
子
や
エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク

を
身
に
着
け
ま
す
。

　

持
参
し
た
エ

プ
ロ
ン
は
、
動

物
の
絵
や
ア
ニ

メ
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
プ
リ
ン

ト
さ
れ
た
か
わ

い
ら
し
い
も
の

ば
か
り
。
園
児

た
ち
は
、
自
慢
の
エ
プ
ロ
ン
を
見

せ
合
っ
て
い
ま
し
た
。

お
米
を
と
ぐ

　

園
児
た
ち
は
、
家
か
ら
持
参
し

た
お
米
を
円
を
描
く
よ
う
に
丁
寧

に
と
ぎ
ま
し
た
。
と
い

だ
後
の
水

は
、
お
米

を
一
緒

に
流
さ

な
い
よ

う
に
慎
重
に
流
し
ま
す
。

野
菜
を
切
る

　

先
生
が「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
好
き
な

人
?
」と
聞
く
と
、
園
児
は「
は
〜

い
」と
元
気
よ

く
返
事
を
し

ま
す
。
次
に
、

「
ニ
ン
ジ
ン
や
タ
マ
ネ

ギ
は
?
」と
聞

か
れ
る
と「
…
」。

と
た
ん
に
元

気
が
な
く
な

り
ま
す
。

　

野
菜
の
皮
む
き
は
、
家
の
手

伝
い
で
経
験
し
て
い
る
園
児
が
多
く
、

「
皮
む
き
や
っ
た
こ
と
あ
る
〜
」、

と
言
い
な
が
ら
、で
こ
ぼ
こ
の
ジ
ャ
ガ

イ
モ
を
上
手
に
む
い
て
い
ま
し
た
。

　

包
丁
を
使
う
際
は
、「
刃
を
他
の

人
に
向
け
な
い
」、

「
野
菜
を
切
る
と

き
以
外
は
包
丁
を

持
た
な
い
」

こ
と
を
先
生

と
約
束
し
、
指
を

切
ら
な
い
よ
う

に
手
を
猫
の
よ

う
に
し
て
、
食

べ
や
す
い
大
き
さ
に
野
菜
を
切
り

ま
す
。

お
い
し
く
食
べ
ま
し
た

　

仕
上
げ
は
先
生
た
ち
が
行
い
、

園
児
た
ち
は
、
完
成
し
た
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
を
お
い
し
く
食
べ
ま
し
た
。

　

園
で
は
、
園
児
た
ち
が
ナ
ス
や
ピ

ー
マ
ン
、
ト
マ
ト

を
育
て
て
い

る
の
で
、
今

後
は
、
そ
れ

ら
を
取
り
入

れ
た
料
理
を

作
る
こ
と
を

計
画
し
て
い

ま
す
。

白
球
と
夢
を
追
い
続
け
る
子
ど
も
た
ち

日
高
少
年
野
球
団（
日
高
）

　

澄
み
切
っ
た
青
空
の
も
と
、
日

高
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
、
子

ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
と
、
ボ
ー

ル
を
打
つ
金
属
バ
ッ
ト
の
音
が
響

き
ま
す
。

　

日
高
少
年
野
球
団
は
、
日
高
小

学
校
の
2
年
生
か
ら
6
年
生
ま
で

の
児
童
37
人
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

今
年
は「
但
馬
で
優
勝
!
」と
い
う

目
標
を
掲
げ
、
ほ
ぼ
毎
日
、
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

保
護
者
で
代
表
を
務
め
る
成
田

和か
ず

正ま
さ

さ
ん
は「
今
年
の
チ
ー
ム
は

ま
じ
め
過
ぎ
る
ぐ
ら
い
ま
じ
め
。

昨
年
、
但
馬
大
会
で
優
勝
し
た
こ

と
を
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
感
じ
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
。
も
っ
と
楽

し
く
プ
レ
ー
さ
せ
た
い
」と
親
心

を
の
ぞ
か
せ
ま
す
。
ま
た「
野
球

を
通
し
て
、
感
謝
の
心
や
あ
い
さ

つ
な
ど
の
礼
儀
、
自
分
の
考
え
を

人
に
伝
え
る
こ
と
を
学
ん
で
ほ
し

い
」と
話
し
ま
す
。

　

練
習
中
、
指
導
者
か
ら
は「
も

っ
と
大
き
い
声
を
出
せ
!
」な
ど

厳
し
い
声
も
飛
び
ま
す
が
、
こ
の

声
が
練
習
の
疲
れ
か
ら
緩
ん
で
き

た
子
ど
も
た
ち
の
心
を
再
度
引
き

締
め
、
奮
い
立
た
せ
ま
す
。

　

休
憩
時
間
に
は
、
保
護
者
の
用

意
し
た
お
茶
を
み
ん
な
で
飲
み
、

先
ほ
ど
ま
で
の
真
剣
な
表
情
と
違

い
、
い
ろ
い
ろ
な
話
で
盛
り
上
が

り
、
自
然
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
す
。

　

キ
ャ
プ
テ
ン
の
南　

大た
い

紀き

君

（
6
年
）は「
3
年
生
の
時
、
み
ん

な
が
楽
し
そ
う
に
野
球
を
し
て
い

る
の
を
見
て
、
自
分
も
や
り
た
く

な
っ
た
。
今
は
走
っ
た
り
守
っ
た

り
す
る
の
が
楽
し
い
。
将
来
は
プ

ロ
野
球
選
手
に
な
り
、
千
葉
ロ
ッ

テ
マ
リ
ー
ン
ズ
に
入
団
し
た
い
」

と
力
強
く
夢
を
語
り
ま
し
た
。

　

入
団
希
望
・
問
合
せ
は
、
成
田

和
正
さ
ん
ま
で
。

☎
42
－
3
6
4
7

三
江
幼
稚
園
（
豊
岡
）

〈
園
児
9
人
〉

●
幼稚園

編

広
報
マ
ン
が
や
っ
て
き
た
！

広
報
マ
ン
が
や
っ
て
き
た
！

⑱

▲「守りきる野球」を目指し、練習に励
む子どもたち
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く
ら
し
の
相
談
室
だ
よ
り
27

　

地
震
に
乗
じ
た
迷
惑
メ
ー
ル
に
注
意
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独
自
の
研
究
に
よ
る
新
技
術
に

よ
っ
て
、
で
ん
ぷ
ん
な
ど
の
有
機

物
を
含
む
排
水
を
浄
化
す
る
凝ぎ

ょ
う

集し
ゅ
う

分
離
処
理
剤「
Fフ

ロ

ッ

グ

R
O
G
」を
開

発
・
製
造
し
、
世
界
の
水
環
境
改

善
を
目
指
す
事
業
を
進
め
て
い
る

の
が
八
紀
産
業
株
式
会
社
で
す
。

　

会
社
設
立
は
平
成
21
年
12
月
で
、

神
戸
市
に
本
社
を
置
く
ベ
ン
チ
ャ

ー
企
業
で
す
。
昨
年
9
月
、
日
高

町
日
置
に
製
造
の
拠
点
と
な
る
豊

岡
工
場
を
稼
動
さ
せ
ま
し
た
。

　

F
R
O
G
の
開
発
の
き
っ
か
け

は
、
う
ど
ん
を
ゆ
で
た
後
の
排
水

が
河
川
を
汚
染
し
て
い
る
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
し
た
こ
と
で
、

個
人
で
研
究
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

食
品
工
場
や
飲
食
店
の
排
水
は
、

で
ん
ぷ
ん
な
ど
の
有
機
物
を
含
ん

で
い
ま
す
が
、
凝
集
分
離
す
る
浄

化
は
難
し
く
、
ま
た
、
主
流
で
あ

る
微
生
物
を
使
う
方
法
は
多
額
の

設
備
投
資
が
必
要
な
上
、
処
理
に

時
間
も
掛
か
り
ま
す
。

　

F
R
O
G
は
、
排
水
に
投
入
し
、

か
き
混
ぜ
る
だ
け
で
短
時
間
に
凝

集
分
離
す
る
画
期
的
な
処
理
剤
で
、

鉱
物
や
植
物
と
い
っ
た
天
然
由
来

成
分
を
配
合
し
て
い
る
環
境
に
優

し
い
処
理
方
法
で
す
。

　

ま
た
、
凝
集
し
た
結
果
物（
ス

ラ
ッ
ジ
）を
回
収
し
て
、
植
物
の

肥
料
や
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
な
ど

に
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
研
究
も
進
め

て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
天
然
由
来
成
分
と
な

る
植
物
の
地
元
栽
培
も
研
究
中
で
、

実
現
す
れ
ば

農
業
の
活
性

化
に
も
寄
与

す
る
可
能
性

を
秘
め
て
い

ま
す
。

　

現
在
、全
国

か
ら
問
い
合

わ
せ
が
多
数

届
い
て
お
り
、

今
後
の
飛
躍

が
楽
し
み
な

企
業
で
す
。

▲うどんのゆで汁にFROGを投入してかき混ぜると…

の
集
ま
る
場
所
に
出
向
き
、
悪
質

商
法
な
ど
の
被
害
防
止
や
交
通
事

故
の
防
止
を
分
か
り
や
す
く
お
話

す
る
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

老
人
会
や
子
育
て
グ
ル
ー
プ
な

ど
少
人
数
の
集
ま
り
で
も
出
向
き

ま
す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

5
月
15
日
、
ア
イ
テ
ィ
2
階
中

央
広
場
で「
玄
さ
ん
と
学
ぼ
う
！

消
費
者
力
ア
ッ
プ
ク
イ
ズ
大
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
の「
玄
さ
ん
」と
、
自

称
玄
さ
ん
の
友
達
で
あ
る「
ガ
ン

子
ち
ゃ
ん
」が
コ
ン
ト
形
式
で
ク

イ
ズ
を

出
し
、

参
加
者

は
楽
し

く
消
費

者
問
題

を
学
び

ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
発
生
以
降
、
震

災
に
関
連
し
た
迷
惑
メ
ー
ル
や
、

義
援
金
を
だ
ま
し
取
ろ
う
と
す
る

悪
質
な
メ
ー
ル
が
送

ら
れ
て
く
る
と
い
う

相
談
が
全
国
で
発
生

し
て
い
ま
す
。

︻
事
例
1
︼

　

地
震
が
あ
っ
た
直
後
に
携
帯
電

話
に「
地
震
速
報
」と
い
う
メ
ー
ル

が
届
き
、「
詳
細
情
報
は
こ
ち
ら
」

と
貼
付
さ
れ
て
い
た
ア
ド
レ
ス

（
U
R
L
）を
ク
リ
ッ
ク
し
た
と
こ

ろ
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
に
つ
な
が

っ
た
。
突
然「
ご
利
用
あ
り
が
と

う
。
利
用
料
金
1
万
円
を
払
う
よ

う
に
」と
い
う
表
示
が
出
た
。

︻
事
例
2
︼

　

高
校
生
の
娘
の
携
帯
電
話
に
、

友
人
か
ら
震
災
募
金
の
協
力
要
請

メ
ー
ル
が
届
き
、
同
じ
内
容
を
10

人
に
メ
ー
ル
す
る
よ
う
書
か
れ
て

い
た
。
募
金
先
は
見
た
こ
と
が
な

い
N
P
O
法
人
と
な
っ
て
い
た
。

︻
事
例
3
︼

　

地
震
発
生
後
、
懐
中
電
灯
を
販

売
し
て
い
る
と
い
う
会
社
か
ら
メ

ー
ル
が
届
い
た
。
品
不
足
で
懐
中

電
灯
を
買
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
の
で
3
個
申
し
込
ん
だ
が
、
一

般
的
な
価
格
と
比
べ
て
高
額
だ
っ

た
の
で
、
解
約
し
た
い
と
思
い
業

者
に
電
話
し
た
が
、
誰
も
出
な
か

っ
た
。
メ
ー
ル
で
解
約
し
た
い
と

い
う
旨
を
伝
え
た
が
返
事
が
な
い
。

・
震
災
に
関
連
し
た
内
容
で
も
、

心
当
た
り
の
な
い
メ
ー
ル
の
開

封
や
そ
の
中
に
あ
る
U
R
L
の

ク
リ
ッ
ク
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
義
援
金
は
確
か
な
団
体
を
通
じ

て
送
り
ま
し
ょ
う
。

・
不
特
定
多
数
へ
の
転
送
を
求
め

る
メ
ー
ル
は
、
誤
っ
た
情
報
を

拡
散
す
る
迷
惑
メ
ー
ル
と
な
る

た
め
、
絶
対
に
転
送
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

・
手
に
入
り
に
く
い
商
品
の
広
告

メ
ー
ル
が
届
い
て
も
、
じ
っ
く

り
考
え
て
判
断
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
安
全
に
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
、

希
望
に
応
じ
て
、
職
員
が
皆
さ
ん

︽
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
︾

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日（
祝

日
、
年
末
年
始
は
除
く
）

　

午
前
9
時
～
午
後
4
時

▽
相
談
場
所　

生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談　

☎
21
－
9
0
0
1

　

市
内
に
は
、魅
力
的
な
企
業
や
会
社
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。そ
の
中

で
、本
市
に
拠
点
を
置
き
、技
術
的
な
面
で
先
駆
け
的
な
事
業
開
発
、事

業
展
開
を
行
っ
て
い
る
企
業
や
会
社
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》企
業
誘
致
課
☎
21

－

9
0
0
2

　

市
内
に
は
、魅
力
的
な
企
業
や
会
社
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。そ
の
中

ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
に

こ
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
！
⑧

八は
っ

紀き

産

業

株

式

会

社

企業紹介

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

﹁
く
ら
し
の
安
全・安
心
講
座
﹂

を
地
元
で
開
催
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

▲クイズ大会の様子

消
費
者
月
間
啓
発
事
業
を
開
催
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協
会
近
畿
地
区
協
議
会
主
催
）で
、

娯
楽
番
組
部
門
の
優
秀
賞
を
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
F
M
局「
エ
フ
エ

ム
た
じ
ま
」（
F
M
ジ
ャ
ン
グ
ル
）

の
番
組「
カ
ラ
ダ
変
身
大
作
戦
! !
」

が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
番
組
の
各
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
ー
が
市
健
康
増
進
施
設

「
ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡
」で
、
1

カ
月
間
、
目
標
の
体
型
づ
く
り
に

挑
戦
す
る
と
い
う
企
画
が
評
価
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

行
政
相
談
は
、
国
や
特
殊
法
人

な
ど
の
仕
事
に
関
す
る
皆
さ
ん
か

ら
の
苦
情
や
意
見
、
要
望
な
ど
を

受
け
、
そ
の
解
決
を
通
じ
て
行
政

運
営
の
改
善
を
図
る
制
度
で
す
。

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
7
人

の
委
員
を
紹
介
し
ま
す
。〔
任
期
2
年
〕

▽
宮
代
俊し

ゅ
ん

一い
ち（

瀬
戸
）

▽
鈴
木
順よ

り

子こ（
九
日
市
上
町
）

▽
堀
田
晃こ

う

一い
ち

郎ろ
う（

城
崎
町
湯
島
）

▽
山
崎　

守（
竹
野
町
東
大
谷
）

▽
竹
中
友と

も

雄お（
日
高
町
水
上
）

▽
角つ

の

岡お
か

充み

國く
に（

出
石
町
本
町
）

▽
渋し

ぶ

谷や

順じ
ゅ
ん

子こ（
但
東
町
唐
川
）

■
母
子
愛
育
会
会
長
表
彰

▽
松
本
幾い

く

恵え
（
豊
岡
市
竹
野
愛
育

班
・
竹
野
町
竹
野
）

　

5
月
27
日
に
、
東
京
大
学
農
学

部
弥
生
講
堂
一
条
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
た（
社
）日
本
都
市
計
画
学
会

第
44
回
通
常
総
会
で
、「
城
崎
温

泉﹃
木
屋
町
小
路
・
三
十
三
間
広

場
﹄プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
、同
学
会
の

「
計
画
設
計
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
「
計
画
設
計
賞
」と
は
、
同
学
会

が
、
都
市
計
画
に
関
す
る
計
画
・

設
計
・
事
業
な
ど
に
関
す
る
近
年

の
作
品
で
、
都
市
計
画
の
進
歩
・

発
展
に
顕
著
な
貢
献
を
し
た
作
品

を
表
彰
す
る
も
の
で
、
4
賞
あ
る

学
会
賞
の
う
ち
の
一
つ
で
す
。

　

優
れ
た
番
組
や
C
M
に
贈
ら
れ

る
第
13
回
近
畿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放

送
賞（
日
本
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
23
年
愛
育
班
活
動
功
労
者
表
彰

　

優
し
い
女
の
子
に
な
っ
て
ね
♡
お

兄
ち
ゃ
ん
と
も
仲
良
く
ネ
！

（
父 

雅
也
・
母 

麻
衣
子
、庄
境
）

三宅桃
もも

菜
な

ちゃん
（平成21年5月1日生）

　

建
設
機
械
の
大
好
き
な
龍
真
君
。2

歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！
元
気

で
優
し
い
子
に
育
っ
て
ね
。

（
父 

真
希
・
母 

邦
恵
、山
本
）

常田 龍
りゅう

真
ま

ちゃん
（平成21年6月16日生）

　

2
歳
の
誕
生
日
お
め
で
と
う
♡
陽

斗
の
笑
顔
で
皆
が
頑
張
れ
ま
す
。い
っ

ぱ
い
遊
ん
で
大
き
く
な
あ
れ
！

（
父 

昇
・
母 

加
奈
子
、駄
坂
）

森本陽
はる

斗
と

ちゃん
（平成21年6月20日生）

木
屋
町
小
路
が
計
画
設
計
賞

を
受
賞

　

2
歳
に
な
っ
て
、ま
す
ま
す
好
奇

心
旺
盛
な
結
乃
♡
心
も
体
も
健
や
か

に
育
っ
て
ね
♡
♡

（
父 

啓
悟
・
母 

雅
代
、出
石
町
町
分
）

田中結
ゆ

乃
の

ちゃん
（平成21年3月14日生）

　

2
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
☆  

の
び
の
び
健
や
か
に
た
く
ま
し
く

育
っ 

て
ね
☆

（
父 

昭
良
・
母 

ま
り
子
、日
高
町
道
場
）

上垣海
かい

翔
と

ちゃん
（平成21年4月27日生）

　本コーナーに出演いただくお子さんを募集
します。対象は市内在住で2歳までの乳幼児。
お子さんの写真の裏に氏名（ふりがな）、性別、
生年月日、保護者の氏名、住所、電話番号と
コメント（40字以内）を添えて、秘書広報課
「すくすく日記係」へお送りください。

　

誕
生
日
お
め
で
と
う
♪
い
つ
も

笑
顔
が
素
敵
だ
よ
。お
兄
ち
ゃ
ん
と

い
っ
ぱ
い
遊
ぼ
う
ね
！

（
父 

嘉
之
・
母 

直
子
、正
法
寺
）

増田晟
じょう

治
じ

ちゃん
（平成22年5月1日生）

　

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
!!
お
姉

ち
ゃ
ん
が
大
好
き
♡
い
つ
ま
で
も
仲

良
く
ね
。

（
父 

徳
和
・
母 

景
子
、但
東
町
南
尾
）

大石友
ゆ

梨
り

奈
な

ちゃん
（平成22年5月20日生）

　

パ
パ
も
マ
マ
も
悠
衣
の
か
わ
い
い

笑
顔
に
癒
さ
れ
て
い
る
よ
。こ
れ
か
ら

も
た
く
さ
ん
笑
顔
を
見
せ
て
ね
。

（
父 

信
吾
・
母 

美
季
、立
野
町
）

谷川悠
ゆ

衣
い

ちゃん
（平成23年2月23日生）

行
政
相
談
委
員
を
紹
介
し
ま
す

第
13
回
近
畿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
賞

「
エ
フ
エ
ム
た
じ
ま
」優
秀
賞
を
受
賞
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社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

強
調
月
間

〜
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、

　
　

立
ち
直
り
を
支
え
る

地
域
の
チ
カ
ラ
〜

　

7
月
は「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」強
調
月
間
で
す
。

　

犯
罪
と
非
行
の
防
止
、
更
生
の

援
助
の
た
め
、
地
域
住
民
の
理
解

と
参
加
を
求
め
る
こ
と
を
重
点
目

標
と
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
力

を
合
わ
せ
、
犯
罪

や
非
行
の
な
い
明

る
い
社
会
を
築
こ

う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

市
内
各
地
域
で
も
、
7
月
1
日

（
金
）か
ら
豊
岡
保
護
区
保
護
司
会
、

豊
岡
地
区
更
生
保
護
女
性
会
に
よ

る
啓
発
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

▽
問
合
せ　

社
会
福
祉
課
地
域
福

祉
係
☎
24
－
7
0
3
2

月　

間

催　

し

◆
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

○
そ
と
あ
そ
び
広
場

▽
日
時
・
場
所

・
7
月
1
日（
金
）午
前
10
時
15
分

〜
・
中
央
公
園（
い
こ
い
）

・
7
月
4
日（
月
）午
前
10
時
15
分

〜
・
総
合
体
育
館
芝
生
広
場

・
7
月
14
日（
木
）午
前
10
時
15
分

〜
・
正
法
寺
ふ
れ
あ
い
公
園

▽
対
象　

乳
幼
児
と
保
護
者

▽
内
容　

戸
外
遊
び
な
ど

○
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

▽
日
時　

7
月
8
日（
金
）・
15
日

（
金
）午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

▽
場
所　

子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

子
育
て
学
習
室（
大
手
町
）

▽
対
象　

1
歳
ま
で
の
乳
児
と
保

護
者

▽
内
容　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
赤

ち
ゃ
ん
へ
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
の
話

▽
講
師　

日
本
3
B
体
操
協
会　

今
井
真
理
子
さ
ん
な
ど

▽
定
員　

20
組

▽
申
込
期
間　

6
月
29
日（
水
）〜

7
月
6
日（
水
）

○
と
よ
お
か
・
こ
ど
も
ま
つ
り

パ
ー
ト
Ⅱ

▽
日
時　

7
月
16
日（
土
）午
前
11

時
〜
正
午

▽
場
所　

子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

子
育
て
学
習
室

▽
対
象　

1
歳
以
上
の
幼
児
・
小

学
生
と
保
護
者

▽
内
容　

劇
団
風
の
子
関
西
公
演

「
お
さ
ん
ぽ
さ
ん
ぽ
」鑑
賞

▽
参
加
費　

大
人
8
0
0
円
、小
学

生
3
0
0
円
、
幼
児
2
0
0
円

※
整
理
券
は
、
子
育
て
総
合
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
各
子
育
て
セ
ン
タ

ー
に
あ
り
ま
す
。

▽
定
員　

1
5
0
人

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

子
育
て
総

合
セ
ン
タ
ー
☎
24
－
4
6
0
4

◆
城
崎
子
育
て
セ
ン
タ
ー

○
で
き
る
か
な
？!

▽
日
時　

7
月
19
日（
火
）午
前
10

時
30
分
〜
11
時
30
分

▽
場
所　

城
崎
子
育
て
セ
ン
タ
ー

（
城
崎
町
湯
島
）

▽
対
象　

2
歳
未
満
の
子
ど
も
を

持
つ
保
護
者

▽
内
容　

年
齢
に
合
っ

た
お
も
ち
ゃ
作
り

▽
定
員　

15
人

▽
持
ち
物　

針
、
糸

▽
申
込
期
間　

7
月
1
日（
金
）〜

13
日（
水
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

城
崎
子
育

て
セ
ン
タ
ー
☎
32
－
4
6
6
6

◆
竹
野
子
育
て
セ
ン
タ
ー

○
そ
と
あ
そ
び
広
場

▽
日
時　

7
月
13
日（
水
）・
27
日

（
水
）午
前
10
時
15
分
〜　

▽
場
所　

竹
野
子
育
て
セ
ン
タ
ー

（
竹
野
町
和
田
）

▽
内
容　

戸
外
遊
び
な
ど

○
プ
ー
ル
で
水
遊
び

▽
日
時　

7
月
19
日（
火
）午
前
10

時
15
分
〜
11
時
45
分

▽
場
所　

竹
野
B
＆
G
海
洋
セ
ン

タ
ー（
竹
野
町
竹
野
）

▽
対
象　

2
歳
以
上
の
幼
児
と
保

子
育
て
セ
ン
タ
ー
か
ら
の　

お
知
ら
せ
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護
者

▽
内
容　

お
母
さ
ん
と一
緒
に
プ
ー

ル
遊
び（
乳
幼
児
は
オ
ム
ツ
着
用
可
）

▽
講
師　

竹
野
B
＆
G
海
洋
セ
ン

タ
ー
指
導
員　

原
田
紗
也
子

▽
持
ち
物　

水
着
、タ
オ
ル
、お
茶

▽
問
合
せ　

竹
野
子
育
て
セ
ン
タ

ー
☎
47
－
2
0
3
0

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
お
た
の
し
み
会
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

▽
日
時　

7
月
20
日（
水
）午
後
1

時
30
分
〜
3
時
30
分

▽
場
所　

日
高
総
合
支
所　

3
階

▽
対
象　

主
に
小
学
生（
幼
稚
園

以
下
は
保
護
者
同
伴
）

▽
内
容　

牛
乳
パ
ッ
ク
の
工
作
、

歌
、
読
み
聞
か
せ
な
ど

▽
定
員　

30
人（
先
着
順
）

▽
申
込
期
限　

7
月
16
日（
土
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

図
書
館
日

高
分
館
☎
21
－
9
0
6
0

◆
夏
休
み
こ
ど
も
点
字
絵
日
記
教
室

▽
日
時　

7
月
25
日（
月
）、8
月
1

日（
月
）・8
日（
月
）・12
日（
金
）

午
前
10
時
10
分
〜
正
午（
全
4
回
）

▽
場
所　

図
書
館
本
館　

2
階　

工
作
交
流
室（
京
町
）

▽
対
象　

4
回
す
べ
て
に
出
席
で

き
る
小
学
5
〜
6
年
生

▽
内
容　

点
字
絵
日
記
の
作
成

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　

10
人
程
度（
先
着
順
）

▽
申
込
期
限　

7
月
17
日（
日
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

図
書
館
本

館
☎
23
－
6
1
5
1

◆
夏
休
み
！
子
ど
も
♪

ル
ン
ル
ン
工
作

▽
日
時　

7
月
27
日（
水
）午
後
1

時
30
分
〜
3
時

▽
場
所　

但
東
市
民
セ
ン
タ
ー 

和
室（
但
東
町
出
合
）

▽
対
象　

小
学
1
〜
4
年
生

▽
内
容　

か
ら
く
り
工
作

▽
持
ち
物　

・
小
学
1
・
2
年
生
…
牛
乳
パ
ッ

ク
1
リ
ッ
ト
ル
用
3
個

・
小
学
3
・
4
年
生
…
か
ま
ぼ
こ

板
1
枚

▽
申
込
期
限　

7
月
24
日（
日
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

図
書
館
但

東
分
館
☎
21
－
9
0
3
6

◆
手
作
り
絵
本
教
室
2
0
1
1

▽
日
時　

7
月
28
日（
木
）、
8
月

4
日（
木
）・
11
日（
木
）・
18
日

（
木
）・
25
日（
木
）午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分（
全
5
回
）

▽
場
所　

図
書
館
本
館　

2
階　

視
聴
覚
講
演
室

▽
対
象　

5
回
す
べ
て
に
出
席
で

き
る
小
学
生

▽
受
講
料　

3
0
0
円（
材
料
代
）

▽
定
員　

30
人（
先
着
順
）

▽
申
込
期
限　

7
月
21
日（
木
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

図
書
館
本

館
☎
23
－
6
1
5
1

全
国
健
康
む
ら
21
ネ
ッ
ト

　

第
6
回
豊
岡
大
会

- 
い
の
ち
・
食
・
環
境
を
守
る

地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て 

-

平
成
23
年
度
教
科
書
展
示
会 

▽
日
時　

7
月
16
日（
土
）午
後
1

時
30
分
〜
4
時

▽
場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

ほ

っ
と
ス
テ
ー
ジ（
大
手
町
）

　

現
在
使
用
し
て
い
る
小
学
校
教

科
書
や
来
年
度
か
ら
新
た
に
使
用

す
る
中
学
校
教
科
書
な
ど
を
展
示

し
て
い
ま
す
。

▽
期
間　

7
月
3
日（
日
）ま
で〔
6

月
21
日（
火
）・
28
日（
火
）・
30

日（
木
）は
休
館
〕

※
時
間
は
、午
前
10
時
〜
午
後
6
時

▽
場
所　

図
書
館
本
館　

2
階　

展
示
ホ
ー
ル（
京
町
）

▽
展
示
教
科
書

・
市
内
の
小
学
校
使
用
教
科
書

・
市
内
の
中
学
校
使
用
予
定
教
科
書

・
市
内
の
高
等
学
校
使
用
教
科
書

▽
問
合
せ　

こ
ど
も
教
育
課
指
導

係
☎
23
－
1
4
5
2

▽
内
容

○
第
1
部　

講
演

・
テ
ー
マ　
「
農
地
の
ミ

ネ
ラ
ル
と
人
間
の
健
康
」

・
講
師　

兵
庫
県
立
農
林
水
産
技

術
総
合
セ
ン
タ
ー
・
農
業
大
学

校　

渡
辺
和
彦
さ
ん

○
第
2
部　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン

・
テ
ー
マ　
「
健
康
の
基
礎
は
い

い
土
を
作
る
こ
と
」

・
パ
ネ
リ
ス
ト
…
渡
辺
和
彦
さ
ん
、

　

兵
庫
大
学
健
康
科
学
部
非
常
勤

講
師　

宮
田
さ
と
子
さ
ん
、
鳥

居
や
す
ら
ぎ
農
園
管
理
組
合
長

廣
井
昌
利
さ
ん
、
北
村
内
科
院

長　

北
村
博
司
さ
ん

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
…
兵
庫
農
漁

村
社
会
研
究
所
代
表　

保
田　

茂
さ
ん

▽
参
加
費　

千
円（
当
日
徴
収
）

▽
申
込
方
法　

所
定
の
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
持
参
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま
た
は
郵
送
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

7
月
11
日（
月
）

※
当
日
参
加
も
可

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
岡
健
康

む
ら
ネ
ッ
ト　

岡
崎
典
子
さ
ん（
〒 

6
6
9
－
6
1
2
1　
津
居
山
1
1
2
）

　

☎
0
9
0
－
3
1
6
3
－
5
0
6
5

　

FAX 
28
－
2
8
4
1
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陸
上
自
衛
隊
第
3
師
団

音
楽
演
奏
会

市
内
の
海
水
浴
場
海
開
き

▽
日
時　

7
月
16
日（
土
）午
後
1

時
〜
3
時

▽
場
所　

市
民
会
館
文

化
ホ
ー
ル（
立
野
町
）

▽
出
演　

第
3
音
楽
隊
、
福
知
山

酒
呑
太
鼓
な
ど

◆
竹
野
浜
・
弁
天
浜
・
切
浜

　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
水
浴
場

▽
日
時　

7
月
1
日（
金
）

・
安
全
祈
願
祭　

午
前
10
時
〜

・
ヒ
ラ
メ
の
稚
魚
放
流　

午
前
11

時
〜

▽
場
所　

竹
野
浜
海
水
浴
場

※
竹
野
浜
で
の
安
全
祈
願
祭
後
、

弁
天
浜
・
切
浜
の
各
海
水
浴
場

で
安
全
祈
願
祭

▽
問
合
せ　

た
け
の
観
光
協
会

　

☎
47
－
1
0
8
0

◆
気
比
の
浜
海
水
浴
場

▽
日
時　

7
月
10
日（
日
）

　

安
全
祈
願
祭　

午
前
11
時
〜

▽
場
所　
気
比
の
浜
海
水
浴
場（
気
比
）

▽
問
合
せ　

豊
岡
観
光
協
会

　

☎
22
－
8
1
1
1（
海
水
浴
期

間
中
は
、
気
比
の
浜
・
浜
事
務

所
☎
28
－
2
1
0
1
）

　

市
民
が
市
内
で
不
慮
の
事
故
や

病
気
に
な
っ
た
場
合
、
事
業
所
に

設
置
し
て
い
る
Aエ

ー

Eイ
ー

Dデ
ィ
ー（

自
動
体

外
式
除
細
動
器
）を
活
用
さ
せ
て

「
ま
ち
の
救
命
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

へ
の
登
録
事
業
所
を
募
集
し
ま
す

募　

集

▽
入
場
料　

無
料

▽
定
員　

1
1
1
8
人

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

▽
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
申

込
者
を
含
め
た
入
場
者
数（
4

人
ま
で
）を
記
入
の
上
、
郵
送

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

7
月
4
日（
月
）

▽
そ
の
他　

Ｊ
Ａ
た
じ
ま
駐
車
場

で
自
衛
隊
装
備
品
を
展
示
し
ま
す
。

▽
申
込
み　

陸
上
自
衛
隊
第
3
師

団
司
令
部
広
報
室　

第
3
師
団

音
楽
演
奏
会
係（
〒
6
6
4
－
0 

0
1
4
伊
丹
市
広
畑
1
－
1
）

▽
問
合
せ　

陸
上
自
衛
隊
第
3
師

団
司
令
部
広
報
室

　

☎
0
7
2
－
7
8
1
－
0
0
2
1

ま
た
は
兵
庫
地
方
協
力
本
部
渉

外
広
報
室

　

☎
0
7
8
－
2
6
1
－
9
7
8
0

い
た
だ
く「
ま
ち
の
救
命
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
」へ
の
登
録
事
業
所
を
募
集

し
ま
す
。

　

企
業
が
で
き
る
地
域
へ
の
社
会

貢
献
と
し
て
、ぜ
ひ
、登
録
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

市
内
の
事
業
所

▽
登
録
し
た
場
合

・「
豊
岡
市
ま
ち
の
救
命
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」標
章
ス
テ
ッ
カ
ー
を

表
示
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
設
置
の
A
E
D
が
有
効
な
場
合
、

1
1
9
番
通
報
時
に
消
防
本
部

か
ら
通
報
者
に
、最
寄
り
の「
ま

ち
の
救
命
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」と

し
て
利
用
の
指

示
が
あ
り
ま
す
。

・
A
E
D
の
設
置

企
業
な
ど
と
し
て
、
市
広
報
紙

や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
情

報
を
公
開
し
ま
す
。

▽
第
1
期
募
集
期
間　

7
月
1
日

（
金
）〜
29
日（
金
）

※
募
集
期
間
後
も
随
時
募
集
し
ま
す
。

▽
そ
の
他　

9
月
9
日（
金
）〔
救

急
の
日
〕に
登
録
標
章
の
交
付
式

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

健
康
増
進

課
☎
24
－
1
1
2
7

日時 ①7月22日（金）午前9時30分〜（受付：午前9時）
②7月23日（土）午前9時30分〜（受付：午前9時）

場所 ①出石総合支所　大会議室
②五荘地区公民館　多目的ホール（上陰）

対象 ①出石・日高・但東地域の小学生
②豊岡・城崎・竹野地域の小学生

部門
小学校低学年の部（1〜3年生）
小学校高学年の部（4〜6年生）
※男女の別はありません。

表彰
各部門1位から3位までには賞状を贈呈します。
※両大会の上位入賞者は、但馬地区子ども会少年

少女将棋大会〔8月28日（日）・県立但馬文教府〕
に出場できます。

参加費 無料
申込期限 7月13日（水）

申込み・
問合せ

①出石地域子ども会連絡協議会（出石総合支所
　地域振興課内）☎52−3111　FAX52−6033
②豊岡地域子ども会連絡協議会（生涯学習課内）
　☎23−0341　FAX24−4669

　豊岡市子ども会連絡協議会では小学生を対象に将棋大会
を開催します。「集中力」が養われ、「礼儀正しさ」が身に付き
ます。

チビッコ将棋大会参加者募集
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子
育
て
相
談
員（
日
々
雇
用
職
員
・

 
緊
急
雇
用
対
策
）募
集

◆
試
験

▽
日
時　

8
月
1
日（
月
）午
後
1

時
30
分
〜

▽
場
所　

市
民
会
館（
立
野
町
）

▽
申
込
方
法　

履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
の
紹
介
状
、
応
募
資
格
で

定
め
る
免
許
な
ど
の
写
し
、
失

業
中
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き

る
書
類（
雇
用
保
険
受
給
者
証
、

廃
業
届
、
職
務
経
歴
書
な
ど
の

写
し
）を
添
え
て
、
持
参
ま
た

は
郵
送
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

7
月
14
日（
木
）必
着

▽
採
用
日　

9
月
1
日（
木
）予
定

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

こ
ど
も
育

成
課
☎
29
－
0
0
5
3

電
気
式
生
ご
み
処
理
機

購
入
費
補
助
の
追
加
募
集

▽
募
集
条
件　

次
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
方

・
市
内
に
住
所
を
有
し
、
居
住
し

て
い
る
方

・
家
庭
か
ら
の
生
ご
み
の
減
量
を

目
的
と
し
て
処
理
機
を
購
入
し
、

適
切
に
管
理
で
き
る
方

・
過
去
5
年
間
に
こ
の
制
度
の
補

助
を
受
け
て
い
な
い
方

※
応
募
前
に
購
入
し
た
も
の
は
補

助
の
対
象
外
で
す
。

▽
補
助
金
額　

購
入
価
格
の
2
分

の
1
の
金
額（
上
限
3
万
円
）

▽
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
は
が

き
で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

▽
申
込
期
限　

7
月
29
日（
金
）当

日
消
印
有
効

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

生
活
環
境

課
環
境
衛
生
係

　

☎
23
－
5
3
0
4
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
福
祉
課

特
別
医
療
法
人
敬
愛
会

　

介
護
老
人
保
健
施
設

豊
岡
シ
ル
バ
ー
ス
テ
イ
職
員
募
集

▽
募
集
職
種
・
人
数

①
理
学
療
法
士
ま
た
は
作
業
療
法

士
・
1
人

②
看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
〔
正

職
員（
夜
勤
あ
り
）、準
職
員（
日

勤
フ
ル
タ
イ
ム
、
夜
勤
専
門
パ

ー
ト
）〕・
3
人

▽
受
験
資
格

①
昭
和
46
年
以
降
に
生
ま
れ
た
方

で
、
理
学
療
法
士
ま
た
は
作
業

療
法
士
資
格
取
得
者

②
看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
資
格

取
得
者

▽
試
験

○
日
程　

8
月
上
旬（
日
時
は
通

知
し
ま
す
）

○
場
所　

豊
岡
シ
ル
バ

ー
ス
テ
イ
会
議
室

○
内
容　

面
接
、
書
類
審
査

▽
採
用
予
定
日　

8
月
16
日（
火
）

ま
た
は
9
月
1
日（
木
）

▽
申
込
方
法　

履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
持
参
ま
た
は

郵
送
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

7
月
1
日（
金
）〜
29

日（
金
）午
前
8
時
30
分
〜
午
後

5
時（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
岡
シ
ル

バ
ー
ス
テ
イ（
〒
6
6
8
－
0 

0
6
5　

戸
牧
1
1
3
2
－
2
）

　

☎
26
－
8
6
8
6

「
ア
ー
ト
ス
ク
ー
ル
Ⅱ
」舞
台

技
術
プ
ロ
グ
ラ
ム
受
講
生
募
集

　

コ
ン
サ
ー
ト
の
現
場
で
、
音
響

の
基
本
シ
ス
テ
ム
と
音
づ
く
り
を

学
び
ま
す
。

▽
日
時　

7
月
9
日（
土
）午
後
2

時
〜
、
午
後
5
時
〜

▽
場
所　

豊
岡
市
民
プ

ラ
ザ　

ほ
っ
と
ス
テ

ー
ジ（
大
手
町
）

▽
対
象　

高
校
生
以
上

（
高
校
生
は
保
護
者

の
同
意
が
必
要
）

▽
講
師　

ポ
ッ
プ
サ
ウ
ン
ド
サ
ー

ビ
ス
代
表　

増
田
恭や

す

博ひ
ろ

さ
ん

▽
受
講
料　

千
円

▽
定
員　

20
人

▽
申
込
期
限　

7
月
8
日（
金
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
岡
市
民

プ
ラ
ザ
☎
24
－
3
0
0
0

　

FAX 
24
－
3
0
0
4

募集
職種

募集
人数 応募資格 職務内容 勤務条件

子育て
相談員 1人

　失業により求
職 活 動 を し て
いる方で、保育
士証または幼稚
園・小学校教諭
のいずれかの普
通免許を有する
方

・子 育て総 合セン
ター、ふれあい広場
などでの子育て相
談

・子 育て総 合セン
ター業務の補助、
遊びの指導、事務
の補助など

・給与：時給890円
・勤務日：週5日
・勤務時間：1日5時間
（午前9時〜午後3時）

・休日：週2日
　（火曜日、日曜日）

＜募集内容＞
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講
座・
教
室

地
域
い
き
い
き
応
援
隊
講
座

　
「
地
域
い
き
い
き
応
援
隊
」は
、

自
ら
健
康
づ
く
り
を
実
践
す
る
と

と
も
に
、地
域
に
お
け
る
積
極
的
な

健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
へ
の
取

組
み
を
支
援
す
る
活
動
を
し
ま
す
。

▽
場
所　

竹
野
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
2
階　

理
学
・
作
業
療
法
室

兼
会
議
室（
竹
野
町
須
谷
）

▽
対
象　

応
援
隊
の
活
動
に
興
味

が
あ
り
、
6
回
の
講
座
を
す
べ

て
受
講
で
き
る
方

▽
受
講
料　

無
料

▽
定
員　

30
人
程
度

▽
申
込
期
限　

7
月
15
日（
金
）

※
出
石
地
域
は
、
10
〜
12
月
に
開

講
し
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

健
康
増
進

課
☎
24
－
1
1
2
7

　

FAX 

24
－
9
6
0
5

パ
ス
テ
ル
画
教
室

▽
日
時　

7
月
22
日（
金
）・
29
日

（
金
）午
後
1
時
30
分
〜
4
時
ご
ろ

▽
場
所　

伊
藤
清
永
美
術
館（
出

石
町
内
町
）

▽
対
象　

両
日
参
加
で
き
る
幼
稚

園
児
、
小
学
生

▽
参
加
費　

1
人
3
千
円（
パス
テ

ル
、画
材
な
ど
は
用
意
し
ま
す
）

▽
定
員　

10
人

▽
申
込
期
間　

7
月
1
日（
金
）〜

11
日（
月
）

▽
そ
の
他　

12
月
に
伊
藤
清
永
美

術
館
C
展
示
室
で
ミ
ニ
展
覧

会
を
開
催
予
定（
展
覧
会
で
は
、

展
示
用
の
額
が
別
途
必
要
で
す

が
、
展
覧
会
終
了
後
に
持
ち
帰

り
で
き
ま
す
）

※
希
望
の
方
は
、
展
覧
会
ま
で
一

非常勤嘱託職員
募集職種 募集人数 応募資格 職務内容 勤務条件

要介護認
定調査員 1人

　要介護認定調査に意欲があり、
普通自動車運転免許所持者（ケアマ
ネージャー、保健師、看護師、介
護福祉士、社会福祉士は優遇）

　 市 内 に お け
る介護認定調査

（ 訪 問 ）、 調 書
作成業務など

賃金：月額153,800円（有資格者は月額
159,700円）、勤務日等：週5日（35時間）
勤務、休日：土・日曜日の週2日

臨時職員

事務補助
（医療事務） 1人 　学校教育法に基づく高等学校卒

業以上で、医療事務経験のある方
　資母診療所に
おける医療事務

賃金：月額153,800円、勤務日等：週5日
（38時間45分）勤務、休日：土・日曜日の
週2日

保育士 4人程度 保育士証の交付を受けている方
　市立の保育園
における保育業
務

賃金：日額7,500円、勤務日等：週5日（38
時間45分）勤務、休日：日曜日と他の1日
の週2日

幼稚園
教諭 1人程度 　幼稚園教諭免許（1種または2種）

を有する方
　市立の幼稚園
における幼児教
育業務

賃金：日額7,500円、勤務日等：週5日（38
時間45分）勤務、休日：土・日曜日の週2
日

豊岡市非常 勤 嘱 託 職 員 ・ 臨 時 職 員 募 集

▷応募資格　昭和26年4月2日以降に生まれた方
▷特記　
・応募はいずれか1つの職種のみで申し込みください。
・応募資格のうち、普通自動車運転免許所持者は、実運転

経験年数が1年以上で、申込み以前1年以上無事故無違反、
かつ、過去5年間に軽微な事故、違反（減点2点以下）が2回
までの方に限ります。

・要介護認定調査員・事務補助は、執務時にパソコン（エクセ
ル・ワードなど）操作を必要とします。

▷雇用期間
【非常勤嘱託職員】8月1日（月）〜平成24年3月31日（土）

【臨時職員】8月1日（月）〜9月30日（金）（必要に応じて6カ月間延長）
▷申込方法　申込書（職員課に備付のもの）に必要事項を記入

の上、資格・免許などの写しを添えて提出ください。
▷選考試験　要介護認定調査員は、面接試験と作文試験で

7月19日（火）を予定。事務補助は、面接試験で7月12日（火）
を予定。保育士・幼稚園教諭は、面接試験と実技試験で7
月9日（土）を予定。

※いずれも時間・場所は申込み時に連絡します。
▷申込期限　7月6日（水）必着　
※土・日曜日、執務時間外は受け付けできません。
▷申込み・問合せ　職員課☎23−1326

日　　程 時間 内　　容

第1回 ７月29日（金）

13:30

〜

15:30

　自分の体を振り返ってみましょう（筋
力チェック・歩き方の講習）

第2回 ８月５日（金） 　地域づくりに関する話、地域におけ
る活動の紹介

第3回 ８月19日（金） 　みんなで取り組む「地域づくり」の
活動を考えましょう（座談会）

第4回 ９月２日（金） 運動に関する話、健康体操
第5回 ９月16日（金） 認知症予防の話、健康体操
第6回 ９月30日（金） レクリエーションの紹介、健康体操

＜日時・内容＞
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時
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

伊
藤
清
永

美
術
館
☎
52
－
5
4
5
6

素
敵
に
！
か
っ
こ
よ
く
！ 　

 

「
カ
ラ
ダ
引
き
締
め
応
援
教
室
」

　
「
最
近
、
少
し
太
っ
て
き
た
」、

「
食
事
や
運
動
に
気
を
付
け
て
い

る
け
ど
、
な
か
な
か
成
果
が
で

な
い
」な
ど
で
悩
ん
で
い
る
方
は
、

ぜ
ひ
、
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

▽
場
所　

健
康
福
祉
施
設　

多
目

的
ホ
ー
ル（
立
野
町
）

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　

25
人
程
度

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

▽
申
込
期
限　

7
月
5
日（
火
）

▽
そ
の
他　

か
か
り
つ
け
医
か
ら

運
動
を
制
限
さ
れ
て
い
る
方
は
、

遠
慮
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

健
康
増
進

課
健
康
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

　

☎
24
－
7
0
3
4

FAX 

22
－
4
4
4
8

読ど
く

話わ

教
室

　

読
話
と
は
、
話
し
手
の
口
の
形

か
ら
話
を
読
み
取
る
手
法
で
、
聞

き
取
り
の
有
効
な
手
助
け
に
な
り

ま
す
。

　

難
聴
の
方
、
そ
の
家
族
、
支
援

す
る
方
な
ど
ど
な
た
で
も
気
軽
に

参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

7
月
24
日（
日
）午
後
2

時
〜
4
時

▽
場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

市

民
活
動
室
D（
大
手
町
）

▽
内
容　

聞
こ
え
や
難
聴
者
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
学

ん
だ
後
、
読
話
を
体
験
し
ま
す
。

▽
参
加
費　

3
0
0
円

▽
持
ち
物　

手
鏡

▽
申
込
期
限　

7
月
22
日（
金
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

た
じ
ま
聴

覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

　

☎
24
－
8
0
0
8

FAX 

24
－
8
2
8
8

夏
の
ガ
ラ
ス
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

教
室

▽
日
時　

7
月
16
日（
土
）午
前
10

時
30
分
〜
正
午

▽
場
所　
コ
ウ
ノ
ト
リ
本
舗（
祥
雲
寺
）

▽
講
師　

ス
タ
ジ
オ　

ア
ン
ジ
ェ

リ
ッ
ク
・
ケ
イ

▽
参
加
費　

3
千
円（
飲
み
物
付
）

▽
定
員　

40
人（
先
着
順
）

▽
持
ち
物　

キ
ッ
チ
ン
ば
さ
み
ま

た
は
ペ
ン
チ
な
ど

▽
申
込
期
限　

7
月
15
日（
金
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

コ
ウ
ノ
ト

リ
本
舗
☎
37
－
8
2
2
2

　
「
お
酒
を
や
め
な
さ
い
」と
医
師

か
ら
言
わ
れ
て
も
や
め
ら
れ
な
い

方
、お
酒
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
家

族
な
ど
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

○
第
1
回

・
日
時　

7
月
7
日（
木
）午
後
3

時
〜
4
時

酒
害
教
室

・
テ
ー
マ　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

と
は
？

・
講
師　

医
師　

宮
城
祟た

か

史し

さ
ん

○
第
2
回

・
日
時　

7
月
13
日（
水
）午
後
3

時
〜
4
時

・
テ
ー
マ　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

の
治
療
と
回
復

・
講
師　

医
師　

大
久
保
聡
子
さ
ん

○
第
3
回

・
日
時　

7
月
21
日（
木
）午
後
3

時
〜
4
時

・
テ
ー
マ　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

者
・
家
族
の
心
理

・
講
師　

臨
床
心
理
士　

田
口
久

芳
さ
ん

○
第
4
回

・
日
時　

7
月
28
日

（
木
）午
後
3
時
〜

4
時
30
分

・
テ
ー
マ　
「
断
酒
会
・
A
A
会

員
」を
囲
ん
で

・
講
師　

医
師　

高
石
俊し

ゅ
ん

一い
ち

さ
ん

共
通
事
項

▽
場
所　

公
立
豊
岡
病
院　

精
神

科
作
業
療
法
室（
戸
牧
）

▽
参
加
費　

無
料

※
申
込
み
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

公
立
豊
岡

病
院
組
合
立
豊
岡
病
院
精
神
科

外
来
☎
22
－
6
1
1
1

　

FAX 
22
－
0
0
8
8

回 日程 テーマ・内容

1 7月11日（月）

「さあ、第一歩を踏み出し
ましょう！」・健康スポーツ医
都
つ づ く

竹茂樹さんの話と運
動実技

2 7月27日（水）「少しの工夫で、効果アッ
プ！」・話と運動実技

3 8月22日（月）
「チョイきつ運動をしよう！」、
「三日坊主にならない食
事プラン！」・話

4 8月29日（月）

「素敵なあなたをつくりま
しょう！」・健康スポーツ医
都
つ づ く

竹茂樹さんの話と運
動実技

5 10月17日（月）「さらに魅力的なあなたと
ご対面」・話

＜日程・内容等＞
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男
性
の
た
め
の
料
理
教
室

▽
日
時　

8
月
5
日（
金
）午
前
9

時
30
分
〜
正
午

▽
場
所　

日
高
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー（
日
高
町
祢に

ょ
う布

）

▽
対
象　

肢
体
障
害
者

▽
相
談
内
容　

補
装
具（
義
肢
、装

具
、
車
い
す
）支
給
・
修
理
の

平
成
23
年
度
身
体
障
害
者

移
動
相
談（
但
馬
地
域
）

相　

談

▽
日
時　

7
月
27
日
、
8
月
10

日
・
24
日
・
31
日
い
ず
れ
も
水

曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
0
時
30

分（
全
4
回
コ
ー
ス
）

▽
場
所　

ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡

1
階　

調
理
実
習
室（
立
野
町
）

▽
対
象　

市
内
在
住
で
、
初
め
て

料
理
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と

思
う
男
性

▽
内
容　

健
康
講
話
、
調
理
実
習

▽
参
加
費　

1
回
2
0
0
円

▽
定
員　

15
人（
先
着
順
）

▽
申
込
期
間　

7
月
4
日（
月
）〜

22
日（
金
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

健
康
増
進

課
☎
24
－
1
1
2
7

▽
日
時　

7
月
16
日（
土
）午
後
1

時
〜
4
時　

※
予
約
制

▽
場
所　

市
民
会
館　

中
会
議
室

（
立
野
町
）

▽
予
約
・
問
合
せ　

兵
庫
県
司
法

書
士
会
但
馬
支
部

　

☎
0
7
9
－
6
7
6
－
3
3
6
8

司
法
書
士
に
よ
る

相
続
・
登
記
・
多
重
債
務
・

消
費
者
問
題
・
成
年
後
見
等

無
料
法
律
相
談
会

判
定
、
補
装
具
装
用
指
導
な
ど

※
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
診
断

は
行
い
ま
せ
ん
。

▽
持
ち
物　

身
体
障
害
者
手
帳
、

現
在
使
用
し
て
い
る
義
肢
・
装

具
・
車
い
す

▽
申
込
期
限　

7
月
22
日（
金
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

社
会
福
祉

課
障
害
福
祉
係

　

☎
24
－
7
0
3
3
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
福
祉
課

聴
覚
障
害
者
対
象
の
パ
ソ
コ
ン

相
談

▽
日
時　

7
月
23
日（
土
）午
後
1

時
〜
4
時

※
1
人
の
相
談
時
間
は
1
時
間
程
度

▽
場
所　

豊
岡

健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
1
階

視
聴
覚
障
害

者
室（
市
役

所
城
南
町
仮
庁
舎
・
城
南
町
）

▽
対
象　

但
馬
地
域
に
在
住
の
聴

覚
障
害
者

▽
参
加
費　

無
料

▽
申
込
期
限　

7
月
22
日（
金
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

た
じ
ま
聴

覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

　

☎
24
－
8
0
0
8

FAX 

24
－
8
2
8
8

産
地
情
報
の
伝
達（
米
ト
レ
ー
サ
ビ

リ
テ
ィ
法
）が
義
務
化

　

問
題
な
ど
が
発
生
し
た
米
・
米

加
工
品
の
流
通
ル
ー
ト
を
速
や
か

に
特
定
す
る
た
め
、
平
成
22
年
10

月
1
日
に「
米
穀
等
の
取
引
等
に

係
る
情
報
の
記
録
お
よ
び
産
地
情

報
の
伝
達
に
関
す
る
法
律
」（
米
ト

レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法
）が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
生
産
者
、
製
造
業

者
お
よ
び
小
売
業
者
、
外
食
業
な

ど
の
方
は
、
次
の
こ
と
が
義
務
化

さ
れ
て
い
ま
す
。

○
取
引
な
ど
の
記
録
の
作
成
・
保

存（
平
成
22
年
10
月
1
日
か
ら

実
施
）

○
取
引
な
ど
に
伴
う
産
地
情
報
の

伝
達（
平
成
23
年
7
月
1
日
か

ら
実
施
）

※
詳
細
は
、
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w

w
.m

aff.go.jp/j/
soushoku/keikaku/kom

e_

　
　
　
　

toresa/index.htm
l

▽
問
合
せ　

農
林
水
産
省
近
畿
農
政

局
兵
庫
農
政
事
務
所
消
費
流
通
課

　

☎
0
7
8
－
3
3
1
－
9
9
4
7

ま
た
は
地
域
第
2
課

　

☎
0
7
9
6
－
22
－
2
1
7
1

そ
の
他

行
政
書
士
に
よ
る
遺
言
・
相
続

無
料
相
談
会

▽
日
時　

7
月
16
日（
土
）午
後
1

時
30
分
〜
4
時
30
分

▽
場
所　

じ
ば
さ
ん
但
馬（
大
磯
町
）

▽
内
容　

遺
言
、
相
続

▽
問
合
せ　

兵
庫
県
行
政
書
士
会

但
馬
支
部

　

☎
0
7
9
6
－
94
－
0
6
0
6

　

3
・
4
歳
児
を
持
つ
保
護
者
は
、

日
本
脳
炎
予
防
接
種
を
受
け
ま
し

日
本
脳
炎
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う

ょ
う
。

　

ま
た
小
学
3
・
4
年
生
の
児
童

を
持
つ
保
護
者
も
、
母
子
手
帳
を

確
認
し
て
幼
児
期
の
第
1
期
の
予

防
接
種
が
で
き
て
い
な
い
場
合
は
、

接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

日
本
脳
炎
は
、
平
成
17
年
度
か

ら
21
年
度
ま
で
、
予
防
接
種
後
に

重
い
病
気
に

な
っ
た
事
例

を
き
っ
か
け

に
積
極
的
な

勧
奨
を
控
え

て
き
ま
し
た

が
、
そ
の
後
、
新
た
な
ワ
ク
チ
ン

が
開
発
さ
れ
、
現
在
は
、
通
常
通

り
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
7
年
か
ら
18
年
に
生
ま
れ

た
方
は
、日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
が

で
き
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
7
年
6
月
1
日
か
ら
平
成

19
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
、

第
1
期
・
第
2
期
の
接
種
が
終
了

し
て
い
な
い
方
は
、
希
望
に
よ
り

20
歳
未
満
ま
で
の
間
、
接
種
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

希
望
の
方
は
、
健
康
増
進
課
で

予
診
票
の
交
付
を
受
け
て
か
ら
、

予
防
接
種
協
力
医
療
機
関
で
接
種

く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

健
康
増
進
課

　

☎
24
－
1
1
2
7
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FMラジオで豊岡市の情報をお知らせしています!! （周波数76.4メガヘルツ） 「豊岡きらめき情報局」毎週月～金曜日  8：00～8：05、17：50～17：52

　

市
内
の
花

火
大
会
が
、

市
民
の
花
火

と
し
て
大
き

く
育
つ
よ
う

皆
さ
ん
の
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
日
高
夏
ま
つ
り
花
火
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
月
23
日
）

▽
受
付
期
限　

7
月
23
日（
土
）

▽
受
付
窓
口　

豊
岡
市
商
工
会
日

高
支
所
、
日
高
総
合
支
所
、
日

高
地
域
の
事
業
所
な
ど（
募
金

の
看
板
が
目
印
）

▽
問
合
せ　

日
高
夏
ま
つ
り
実
行

委
員
会
☎
42
－
1
2
5
1

◆
た
け
の
海
上
花
火
大
会（
7
月
30
日
）

▽
受
付
期
限　

7
月
29
日（
金
）

▽
受
付
窓
口　

た
け
の
観
光
協
会
、

竹
野
総
合
支
所
な
ど（
募
金
の

看
板
が
目
印
）

※
5
0
0
円
以
上
協
力
い
た
だ
い

た
方
に
は
、「
誕
生
の
塩
」を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

▽
そ
の
他　

メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火
の

申
込
み（
先
着
20
人
）も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

た
け
の
観
光
協
会

　

☎
47
－
1
0
8
0

市
内
の
花
火
大
会
募
金
に

協
力
く
だ
さ
い
！

◆
柳
ま
つ
り
花
火
大
会（
8
月
2
日
）

▽
金
額　

1
口
千
円

▽
受
付
期
限　

7
月
31
日（
日
）

▽
受
付
窓
口　

豊
岡
商
工
会
議
所
、

市
役
所
経
済
課
な
ど（
募
金
の

看
板
が
目
印
）

※
協
力
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
素

敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た
る

「
花
火
募
金
抽
選
券（
1
口
に
つ

き
1
枚
）」を
お
渡
し
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

柳
ま
つ
り
実
行
委
員

会（
豊
岡
商
工
会
議
所
内
）

　

☎
22
－
4
4
5
6

▽
場
所　

公
立
豊
岡
病
院

▽
そ
の
他　

1
歳
以
上
の
小
児
で
、

緊
急
性
の
な
い
自
己
都
合
な
ど

と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
時
間

外
診
察
料
金
3
1
5
0
円
の
負

担
が
あ
り
ま
す
。

※
診
療
時
間
は
、
午
前
9
時
〜
午

後
5
時

▽
問
合
せ　

公
立
豊
岡
病
院
救
急

受
付
☎
22
－
6
1
1
1

公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

　

地
元
医
師
会
と
豊
岡
病
院
の
地

域
連
携
に
基
づ
く
小
児
救
急
診
療

の
7
月
の
日
程
お
よ
び
担
当
医
師

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
日
程
・
担
当
医
師

月日 担当医師

7月

10日（日） 中沢　洋
（出石町本町）

24日（日） 赤松　亮
（九日市下町）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

　

市
税
な
ど
の
滞

納
処
分
に
よ
っ
て

差
し
押
さ
え
た
財

産
を
次
の
と
お
り

公
売
し
ま
す
。

▽
公
売
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
競
り
売
り

▽
参
加
申
込
期
間　

7
月
8
日

（
金
）午
後
1
時
〜
22
日（
金
）午

後
11
時

▽
競
り
売
り
期
間　

7
月
29
日

（
金
）午
後
1
時
〜
31
日（
日
）午

後
11
時

▽
代
金
納
付
期
限　

8
月
8
日

（
月
）午
後
3
時

▽
公
売
物
件　

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

な
ど
29
点（
予
定
）

▽
参
加
申
込
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
か
ら
の
参
加
と
な
り
ま
す

（
7
月
8
日
公
開
予
定
）。

　

http://koubai.auctions.

　

yahoo.co.jp/hyg_toyooka_city

▽
参
加
資
格　

一
部
の
例
外
を
除

き
、20
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
が
、
公

売
保
証
金
の
納
付
が
必
要
で
す
。

下
見
会

　

公
売
物
件（
動
産
）を
実
際
に
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
落
札
し
た

物
件
は
返
品
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
事
前
に
よ
く
見
て
参

加
く
だ
さ
い
。

　

下
見
を
希
望
の
方
は
、
事
前
申

込
み
が
必
要
で
す
。

※
申
込
み
は
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

▽
そ
の
他　

次
の
サ
イ
ト
で
も
公

売
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.city.toyooka.

lg.jp/koubai/top.htm

・
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
の
公
売
シ
ス
テ
ム

　

http://koubai.auctions.
yahoo.co.jp/

▽
問
合
せ　

税
務
課
収
税
係（
公

売
担
当
）☎
23
－
1
1
1
8

　

安
全
で
お
い
し
い
水
を
届
け
る

た
め
、
水
の
需
要
が
増
え
る
夏
前

に
、消
火
栓
か
ら
水
を
出
し
て
水
道

管
の
洗
管
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

作
業
は
、
水
道
使
用
の
少
な
い

夜
間
に
行
い
ま
す
が
、
作
業
中
、

一
時
的
に
水
圧
低
下
や
赤
水
が
出

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意

く
だ
さ
い
。

　

作
業
区
域
、
作
業
日
程
は
次
の

と
お
り
で
す
。

○
豊
岡
地
域（
本
庄
境
、
中
庄
境
、

上
庄
境
、
梶
原
、
新
田
地
区
全

域
、
伏
、
八
社
宮
、
清
冷
寺
）

・
7
月
1
日（
金
）午
後
10
時
〜
2

お
い
し
い
水
を
届
け
る
た
め
、

水
道
管
の
夜
間
掃
除
を
行
い
ま
す

日（
土
）午
前
4
時
ご
ろ

○
日
高
地
域（
田
ノ
口
、
広
井
、　

猪
子
垣
、
荒
川
）

・
7
月
1
日（
金
）午
後
10
時
〜
2

日（
土
）午
前
4
時
ご
ろ

○
城
崎
地
域（
楽
々
浦
、飯
谷
、戸

島
、
結
）

・
7
月
2
日（
土
）午
前
0
時
〜
4

時
ご
ろ

※
城
崎
地
域
は
城
崎
大
橋
の
水
道

管
を
洗
浄
す
る
た
め
、
作
業
時

間
内
は
断
水
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

水
道
課
水
道
施
設
係

☎
22
－
5
3
7
9



―豊岡市視聴覚ライブラリーを利用くださいー
　液晶プロジェクターや16ミリ映写機などの

「機材」、福祉・人権・交通安全や昔話アニメな
どの「教材ビデオ・ＤＶＤ」を無料で貸し出して
います。子ども会や地域の集まりなどで、より
効果的な学習教材として活用ください。

利用を希望する方は、図書館本館まで。
<利用上の注意>　
・営利目的での利用はできません。
・個人所有、レンタルショップで借りたビデオ

やＤＶＤを使って映画会を行うことは違法行
為です。

星の本
＜ 一 般 ＞

一日一話　夜明け前の星空案内
藤井　旭 著（誠文堂新光社）

　３６５日の夜明け前の星空を小話や
神話を交えて紹介する。季節を２シー
ズンも先取りして楽しませてくれる夜
明け前の星々との対話を、少し早起き
して楽しんでみませんか？

＜ じ ど う ＞
ほしになったりゅうのきば
君島久子　再話
赤羽末吉　絵（福音館書店）

　２匹の龍が破った天の裂け目から、
滝のような雨が降り、人々を苦しめ
ていた。勇敢な若者のサンと妻の白
ひめは天に昇り、龍の牙と角を使っ
て裂け目を閉じる。スケールの大き
な中国民話。

レッツゴー図書館レッツゴー図書館

7月の行事予定

図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
http://www3.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
メールアドレスtoyolib@city.toyooka.lg.jp　　
開館時間　午前10時～午後６時
※本館（金・土）および日高分館（金）  午前10時～午後7時

■図書館本館、分館の連絡先および所在地
本館 ☎23-6151（京町５-28） 日高 ☎21-9060（日高総合支所１階）
城崎 ☎21-9072（城崎総合支所２階） 出石 ☎21-9010（出石総合支所１階）
竹野 ☎21-9078（竹野総合支所３階） 但東 ☎21-9036（但東市民センター１階）

7月の行事予定

※詳細は、各館へ問い合わせください。

乳０～２歳　幼３～５歳
児６歳～　　般一般

日 曜日 時間 場所 行事名
1 金
2 土 10：30～ 但東 おはなしのもり　幼 児
3 日
4 月
5 火 （休館日）
6 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

11：00～ おはなしのゆりかご　乳

7 木 10：30～ 城崎 ほっぺとえほん　乳
13：30～ 本館 読み聞かせステップアップ講演会（第３回）　 般

8 金

9 土
10：10～ 本館 土曜としょかん　幼 児

10：30～
城崎 おはなしランド　幼 児
竹野 テーマであそぼ！「むくむく！もこもこ？」　 幼 児
日高 絵本からのおくりもの　幼 児

10 日
11 月
12 火 （休館日）
13 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼
14 木
15 金
16 土 13：00～ 城崎 きのさき語りぐさめぐり　般

15：00～ 但東 切り紙Art　般

17 日 13：20～ 本館 第４回古文書講座（初級）　般
15：00～ 第４回古文書講座（中級）　般

18 月 （休館日）
19 火 （休館日）

20 水
10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

13：30～ 日高 おたのしみ会わくわくランド（第１回）　 幼 児
（日高総合支所 ３階）

21 木
22 金

23 土 10：30～
竹野 おはなしミッケ！　幼 児
日高 絵本からのおくりもの　幼 児
但東 おはなしのもり　幼 児

14：00～ 本館 おはなし会　幼 児

24 日 13：30～ 竹野 たけの子映画会（竹野地区公民館）　児 般
第１部：児童向けアニメ、第２部：一般向け

14：00～ 出石 としょかん・くらぶ　児
25 月 10：10～ 本館 夏休みこども点字絵日記教室（第１回）　児
26 火 （休館日）

27 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼 児
城崎 夏休みこども点字教室　児

13：30～ 但東 夏休み！子ども♪ルンルン工作（但東市民センター）　 児

28 木 10：30～ 城崎 ほっぺとえほん（城崎総合支所・子育てセンター）　乳
出石 えほんのとびら　乳 幼

13：30～ 本館 手作り絵本教室（第１回）　児
29 金 （休館日）
30 土
31 日
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7月の予定
　市内６カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのいろいろな活動をしています。
　参加費は無料で、どなたでも参加できます。
※詳細は、各センターに問い合わせください。
※定員があるものは、事前に申し込みください。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。

子育て総合センター　☎24-4604
（ＪＲ豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石総合支所１階）日・月曜日休館

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東市民センター）日・月曜日休館

ほっとたいむ＆おやこふれあいたいむ
日　時 ①ほっとたいむ ４日（月）、28日（木）午前11時～

②おやこふれあいたいむ 25日（月）午前10時30分～
対　象 乳幼児と保護者

内　容 ①唱歌や童謡を歌う
②紙芝居やいろいろな遊び

その他 午前中は身長や体重の計測をします。

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎総合支所２階）日・月曜日休館

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高総合支所３階）月・第１土・第１以外の日曜日休館

日　時 ３日（日）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者（お母さん、きょうだい、祖父母の参加可）
内　容 親子運動遊び　（講師：こども育成課　仲義　健）

パパと遊ぼうＤ
　デ 　 ー 　

ＡＹ！

竹野子育てセンター　☎47-2030
月曜日休館

パパと遊ぼうデー｢ミニミニ運動会｣
日　時 ９日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 ゲーム感覚の楽しい遊びです。

救急法の学習会
日　時 12日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者　15組
内　容 市消防署職員の指導
申込期限 ７日（木）

七夕会
日　時 ６日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 笹飾り、歌、パネルシアター、お楽しみ会
参加費 １人50円（手作りおやつ代）
申込期限 ２日（土）

子育てミニ講話
日　時 28日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 保健師の話　～こころとからだ、どんなふうに成長するの？～

わいわいコーラス♪♪
日　時 12日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 夏の歌を歌う

小学生の手作り広場
日　時 ８月３日（水）午後１時30分～３時30分
対　象 小学３年生以上　15人
内　容 フェルトで“フルーツパフェ”を作ろう　（講師：ぐるーぷMOKOの皆さん）
持ち物 針、糸、はさみ、材料代600円
申込期間 20日（水）～29日（金）

七夕まつり
日　時 ５日（火）午前10時～午後０時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 みんなでカレーライスを食べましょう
持ち物 ごはん、お茶、皿、スプーン
参加費 １家族100円
申込期間 ６月28日（火）～７月１日（金）

パパと遊ぼうデ—
日　時 23日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児とお父さん（家族も来てね）
内　容 おもちゃを作ろう！（何でもＯＫ）

わらべうた＆製作
日　時 20日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 親子で楽しむわらべうた、折り紙：アンパンマンシリーズ「カレーパンマン」

絵本の読み聞かせの会
日　時 14日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせ

たまごボーロ　スペシャルタイム
日　時 21日（木）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者

内　容 宝探し、パズル、バルーンアート、リズム体操
豊岡総合高校のお姉さんと遊ぶスペシャルタイム

おやこっこリズム遊び
日　時 28日（木）午前10時～11時
対　象 ０歳の乳児と保護者　20組
申込期間 15日（金）～27日（水）

おやこっこ運動遊び
日　時 ７月14日（木）午後１時30分～２時45分
対　象 １、２歳の幼児と保護者　20組
内　容 楽しい親子運動遊び
講　師 こども育成課　仲義　健、西松夕紀子
申込期間 4日（月）～13日（水）

なつまつり
日　時 17日（日）午前11時～午後１時
場　所 合橋地区公民館
対　象 乳幼児と保護者
内　容 コーナー遊びいろいろ
持ち物 １家庭に米２合、お茶、参加費：１人100円（昼食代）
申込期間 ６日（水）～13日（水）

おたのしみ会
日　時 20日（水）午後１時30分～３時30分
対　象 乳幼児と保護者、小学生　30組
内　容 メロディベル演奏、牛乳パックで走る車を作ろう
申込期限 16日（土）

七夕の会
日　時 ６日（水）午前10時15分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 七夕飾り作り、七夕人形シアター、歌、手遊び　など
参加費 １人50円（七夕手作りおやつ代）
申込期間 ６月28日（火）～７月２日（土）

おはなし広場
日　時 ２日（土）、９日（土）、23日（土）、30日（土）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本や紙芝居の読み聞かせ

なかよし広場
日　時 20日（水）午前9時30分～11時30分
場　所 豊岡市民プラザ　ほっとステージ
対　象 ２歳ぐらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 子どもの自由遊びや交流、計測や子育て相談
スタッフ 保育士、保健師、看護師（助産師）、子育て支援ボランティア

子育ち＆親育ち講座
日　時 20日（水）午後１時30分～３時30分
場　所 豊岡市民プラザ　練習室
対　象 子育て中の保護者　20人（保育は15人まで）
内　容「お母さんは子どもの安全基地」
申込期間 ６日（水）～15日（金）

絵本の読み聞かせと折り紙
日　時 28日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による読み聞かせ

母親交流会
日　時 22日（金）午前10時30分～正午
対　象 乳幼児と母親、妊婦
内　容 子どもの身体計測、ミニ講話、友達づくり
持ち物 母子手帳、バスタオル（乳児）
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出石文化会館ひぼこホール（出石町水
むな

上
がい

）
☎52−6222  FAX 53−2131

豊岡市民会館（立野町）
☎23−0255  FAX 24−0952（火曜日休館）

※チケットは、豊岡市民プラザのほかに、市民会館、
ひぼこホール、図書館本館・但東分館、城崎・竹
野・日高地区公民館で購入できます。

　７月30日（土）　開演18：30（開場18：00）
◇場　所　ほっとステージ
◇出　演　たんたん落語笑年団、たんたん落語会
◇入場料　全席自由　一般500円、高校生以下300円
◇一時保育　７月20日（水）までに申し込みください。
◇チケット発売中

■第12回プラザ寄席「ふれ愛亭」

　７月24日（日）
　　上映14：00（開場13：30）
◇入場料　全席自由
　　　　　一般1,000円、
　　　　　中学生以下500円（友の会会員は900円）
※未就学児は入場できません。
◇一時保育　７月15日（金）までに申し込みください。
◇チケット発売中

■とよおか・シネマオアシス VOL.5
　｢武士の家計簿｣

　８月20日（土）
　　開演15：00（開場14：30）
◇出　演　水木一郎・堀江美都子・影山ヒロノブ
◇入場料　全席指定　Ａ席4,000円、Ｂ席3,500円、
　　　　　桟敷席6,400円（当日券は各500円増）
◇一時保育　８月10日（水）までに申し込みください。
◇チケット発売中

■アニソンBIG３コンサート2011
　今や世界の文化となった日
本のアニメを支えるアニソン
界の重鎮BIG３が集結。

豊岡市民プラザ（JR豊岡駅前アイティ7階）
☎24−3000  FAX 24−3004 （火曜日休館）

〒668-0031　大手町4-5

　７月10日（日）
　　開演14：00（開場13：30）
◇場　所　ほっとステージ
◇出　演　青木まり子（「五つの赤

い風船」メンバー）　地元出演者（自由電
子・音道青心・長谷川克好）

◇入場料　全席自由　一般2,000円（当日2,500円）、ペ
ア3,500円（前売りのみ）、高校生以下・65
歳以上1,500円（当日1,800円）

◇一時保育　６月30日（木）までに申し込みください。
◇チケット発売中

■第４回フォークまつり

■森山直太朗コンサートツアー2011
　2003年発売の｢さくら（独唱）」が
大ヒットしたシンガーソングライター森
山直太朗。心に染み入る歌声とライ
ブパフォーマンスをご期待ください！

　７月10日（日）　２回公演
　　昼の部　開演13：00（開場12：30）
　　夜の部　開演18：30（開場18：00）
◇入場料　全席指定　Ａ席1,500円、Ｂ席1,000円、桟敷

席2,400円（当日券は各500円増）
◇一時保育　６月30日（木）までに申し込みください。
◇チケット発売中

■一本刀土俵入
　地元の劇団によるオリジナル脚
本で描く人情時代劇の傑作。

　８月６日（土）　開演18：30（開場18：00）
◇入場料　全席自由　一般700円（当日券は300円増）

（友の会会員は400円）ペア1,000円（限定
200組）高校生以下無料

◇チケット発売中

■第９回 アカペリンピックｉｎとよおか

　９月25日（日）　開演18：00（開場17：30）
◇入場料　全席指定　6,000円（友の会会員は5,700円）
※未就学児は入場できません。
◇一時保育　９月16日（金）までに申し込みください。
◇チケット発売日
　友の会　７月２日（土）　一般　７月13日（水）

※一時保育は、原則、１歳半〜就学前の幼児を対象とします。

　10月２日（日）　開演14：00（開場13：30）
◇出　演　劇団　道化座
◇入場料　無料　全席自由
　　　　　（整理券が必要）
◇一時保育　９月20日（火）までに申し

込みください。
※整理券の配布は、７月９日（土）から、出

石農村環境改善センター（ひぼこホー
ル前）で行います（なくなり次第、受付を終了します）。

■ふれあいの祭典事業:ひょうご演劇祭
　モンゴル民話｢スーホーの白い馬｣

　８月６日（土）　開演19：00（開場18：30）
　　　７日（日）　開演14：00（開場13：30）
◇場　所　ほっとステージ
◇入場料　全席自由　一般500円
　　　　　高校生以下無料（無料入場券が必要です）
◇一時保育　７月27日（水）までに申し込みください。
◇チケット発売中

■『祈り-1945』平和を願う朗読劇･豊岡2011
　ヒロシマ・ナガサキの原爆の記録から、手記や詩歌
を構成したオリジナル台本で上演する朗読劇です。
市民の平和を願うメッセージと短歌も展示します。

　７月30日（土）〜８月15日（月）
　9：00〜22：00（最終日は17：00まで、8月2日・9日は休館日）
◇場　所　交流サロン　◇入場料　無料

■｢市民が描いた原爆の絵展」
　〜『祈り-1945』関連企画〜（広島平和記念資料館提供）
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平成23年6月１日現在（前月比）

豊岡市の人口
（住民基本台帳＋外国人登録総数）

7月の主な行事
JULY

平成23年

₁₇（日）田んぼの学校（９：30～コウノトリ文化館周辺）
なつまつり（11：00～但東子育てセンター）

₁₈（月）海の日気比の浜・大宝探し大会（10：30～気比の浜）

₁₉（火）
₂₀（水）なかよし広場（9：30～豊岡市民プラザ）
₂₁（木）たまごボーロスペシャルたいむ（10：30～子育て総合センター）

₂₂（金）夏休みパステル画教室  （13：30～伊藤清永美術館）

₂₃（土）第８回はすまつり（８：00～出石町奥小野はす園、～24日）
日高夏まつり（JR江原駅周辺）

₂₄（日）豊岡シネマオアシスVOL.５「武士の家計簿」（14：00～市民会館）

₂₅（月）城崎温泉　夏物語・夢花火（20：00～城崎温泉街四所神社境内、～８月26日）

₂₆（火）
₂₇（水）
₂₈（木）コウノトリ文化館企画展「希少動物彫刻展」（コウノトリ文化館、～８月25日）

子育てミニ講話
（10：30～日高子育てセンター）

₂₉（金）小学生ミニバスケットボール教室（９：00～総合体育館）
夏休みパステル画教室
  （13：30～伊藤清永美術館）

₃₀（土）市民が描いた原爆の絵展（９：00～豊岡市民プラザ、～8月15日）
コウノトリ但馬空港フェスティバル

,
11

（９：30～コウノトリ但馬空港、～31日）
第12回プラザ寄席「ふれ愛亭」

（18：30～豊岡市民プラザ）
たけの海上花火大会（20：00～竹野浜）

₃₁（日）三原高原ハスまつり（10：00～竹野町三原）北近畿豊岡自動車道早期実現促進大会
（13：30～市民会館）
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合　計 男　性 女　性 世帯数
88,468人（－24人） 42,354人（＋4人） 46,114人（－28人） 32,457世帯（＋25世帯）

₁（金）第23回企画展「但馬の弥生土器」（但馬国府・国分寺館、～８月30日）
第54回企画展「草原のメロディー　響きわ
たるモンゴルの音楽」
（日本・モンゴル民族博物館、～８月30日）
コウノトリ文化館企画展　コウノトリ写真展「生きる」

（コウノトリ文化館、～20日）
竹野海岸海開き（竹野浜、切浜、弁天浜）

₂（土）但馬の弥生土器にみる地域性（13：30～但馬国府・国分寺館）

₃（日）とよおか元気あっぷフェスタ（10：00～豊岡市民プラザ）
パパと遊ぼうD

デ ー

AY！（10：30～日高子育てセンター）

₄（月）
₅（火）七夕まつり（10：00～竹野子育てセンター）
₆（水）
₇（木）
₈（金）第３回中央公民館長杯グラウンドゴルフ大会（９：00～県立但馬ドーム）

₉（土）市民プラザ「アートスクールⅡ」舞台技術プログラム（14：00～、17：00～豊岡市民プラザ）

₁₀（日）気比の浜海開き中野勘太郎一座「一本刀土俵入」
（13：00～、18：30～出石文化会館ひぼこホール）
第４回フォークまつり（14：00～豊岡市民プラザ）

₁₁（月）
₁₂（火）救急法の学習会（10：30～城崎子育てセンター）
₁₃（水）
₁₄（木）
₁₅（金）
₁₆（土）青井浜ワンワンビーチ開設（竹野町青井浜、～８月21日）ウェルカム真夏のファンタジー・なごみの 灯り

  （竹野浜海浜緑地、～8月21日）
竹野海岸ウミナリエ（竹野浜海浜緑地、～８月21日）
第14回ミニ企画展「世界のクワガタ展」

（但馬国府・国分寺館）
円山川城崎ボートフェスティバル

（城崎ボートセンター周辺、～18日）
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　古文書とは、過去に書かれた個々の記録や日記、手紙などをいいます。昭和50年からは、書道の
優れた作品で禅宗の僧侶が書いた書などが書跡、中国や日本の古い本、仏教のお経や教えを書いた
本などが典籍として「書跡・典籍」に区別され、「古文書」と分けられるようになりましたが、それ以前
は全て古文書として取り扱われてきました。歴史上または芸術上価値の高いものが指定の対象となっ
ています。

「広報とよおか」は、環境に優しいベジタブルインキで印刷しています。

〒
6
6
8
I
8
6
6
6

兵
庫
県
豊
岡
市
中
央
町
2
番
4
号

U
R
L http

：//w
w
w
.city.toyooka.lg.jp

市の鳥｢コウノトリ｣ 市の両生類｢オオサンショウウオ｣ 市の石｢玄武岩｣ 市の木｢やなぎ｣ 市の花｢チューリップ｣ 市の魚介｢カニ｣

●
発
行
／
豊
岡
市　

●
編
集
／
政
策
調
整
部
秘
書
広
報
課

☎
0
7
9
6
I
23
I
1
1
1
1　

FAX 

23
I
1
1
2
4

市
長
室
FAX 

24
I
1
0
0
4

（
総
合
支
所
）　　
　
　
　

・
城
崎
☎
32
I
0
0
0
1

・
竹
野
☎
47
I
1
1
1
1
・
日
高
☎
42
I
1
1
1
1

・
出
石
☎
52
I
3
1
1
1
・
但
東
☎
54
I
1
0
0
0

　豊岡の文化財を紹介します。皆
さんの身近にある文化財を見てい
きましょう。
 《問合せ》文化振興課☎23-1160

「古文書（書跡・典籍）」

ています。
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文書
（県指定）日高町赤崎

光行寺胎内文書
（市指定）元町

大円寺開山悦
え っ

叔
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禅師語録
（市指定）日高町栗栖野

御
ご
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部
べ
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や

日記
（市指定）出石町内町

語句の解説
・国衙

・円空

歴史 探訪
～文化財を巡る～24

・願文

・法語


